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其こ北海道ニ於ケル桐樹ノ生長ニ就キテ(第一同〉

(iiOnMrowtMEri(Pa山 niatomentUMl))

planting in Hokkaido (1) / 

林皐博士 出 房 吉

林皐士 佐 藤 義 夫

林皐士 野 崎 清

第一節 緒 言

税近木材工重量ノ進歩接達=伴ヒ各種工襲用材ノ需要年ト共=増加ジ

殆ド底止ス y 所ヲ知ラズ諸種ノ方法ヲ講ジア之ヌf緩和=努ムト雄就中

我桐材ニ至 9ア J、其特殊ナ )V用途 J、他ノ代用品ヲ以ア満足スペカラず

Y 毛ノア 9而モ近時需要ノ散増 J、供給ノ遁躍ヲ許サズ既=邦産ノ不足

ヲ告グア遺ク支那関東洲ョ 9ノ轍入ヲ招致ジ而毛逐年其額ヲ増加ス y

ノ賦況ニア 9

桐樹 J、元東洋ノ原産ユジテ殊ユ我閤=良材ヲ産 V 英利用ノ途モ他=

其比ヲ見ず JV所加之伐期ノ短小ナ Y ト大面積ヲ要セザ y ト而モ債格ノ

高貴ナノV トユヨ 9 林業経管中最有利ナ JV モノユ属 v~持家盆之宮f経普ヲ

奨励 V ア可ナ y ヲ信ズ

都 9ア我園現下ノ桐林経費朕況ヲ見 Y ニ1，'，J未ダ研究完カラズ否殆ド

皆無トモ調フペグ根本的=之ガ研究改良ヲ要スペキモノ極メア多 V 殊

品林業経替上最緊要ナ )V生長関係ノ如キ集約ナ Y桐樹ユ於ア之ヲ知 y

ヨト特=必要ノ大ナ Y ヲ見 JV況ャ桐掛川其孤立セ JVトー囲ノ林分ヲナ

ストヲ問 J、ズ一般樹木=比ジア其地方ノ気候風土ユヨ 9ア支配セラ y

y コト極メア鋭敏ニシア加之造林撫育ノ方法如何ユヨ 9ア生長=大差

ヲ生~等三/グ桐樹ノ植栽可能地ト雄格段ノ差異ヲ呈ス y ヨト稀ナラず

，V ュ於j'オヤ故ユ桐樹ノ生長関係ヲ攻究ニ~JV ニ常 9 j' .T、宜敷各地各別
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ユ而毛前記ノ取扱法ノ各異ナノレユ従ヒ夫 φ分類シア精密=研究聞明セ

ザノV ペカラズ

然 JVユ之品開シア J、従来本邦ニ於テ精密ユ調査研究シタ IV毛ノ吾人

ノ知 JV範囲内ユ於 T未ダ之無 ν是吾人-t.本研究ユ従事 ν今蕊ユ北海道

=於ケノv成績ヲ礎表スノV 所以ナリ

本研究ノ目的物タ Y桐樹 ρ 古来本道ニ植栽セラ v タ IVモノ品ジテ何

ν 毛我闇在来ノ種即

Paulownia tomento~a Bl¥il. 
a・・ 10 、，令市-' '" "..， #.t 

和名 ~ b ， 木里，般手IJ. 支利乃支，(j. と i二〈・~，はなぎ b ， 同木

漢名 桐，白桐，黄桐，抱桐

=ν~ 植物皐上

Phanerogamne 顕花植物

A ngi08permae 被子植物

Dicoty ledoneae 健子葉類

Ml'tachlamydeae 後生花被隠

8crophulariaaac 玄奉蒋

Paulownia 桐属

品周ス JV=E:ノナ 9

第二節 北海道=於ク Fレ桐樹植栽地域

本道桐樹ノ生長関係ヲ研究ス IVユ常 9先之が舟布ノ肢態ヲ知 JVコト

極メテ緊要ナ，

北海道川本島及散多ノ島喰ヨリ成 9北緯四一度ニー舟乃至五O度五

七分東径一三九度二 O舟乃至一五六度三五分ユ位シ植物分布上温帯北

部及寒帯ヲ包括ス 'JV=-過ギズ而シテ桐樹 ρ 元来温帯殊ユ其温暖ナ JV部

分ヲ郷士トス Y モノナ ν バ本道ノ中部及北部地方即石狩園ノ北部及天

盟，北見，根室ノ三岡山勿論爾除ノ地方ト蜂中央部ノ山岳地方 J、寒気強ク

ジア之ダ生育=遁セス・是ヲ賓例ユ段スノレモ此等地方ユア 9 ~.Þ、桐樹ヲ



〈伺う

遺株主主 JV者殆ド無ク偶之ア?ア周到テ y 保護ヲ奥フ Y モ冬季ノ巌寒ユ

ョヲァ枯死ス Y 毛ノ多ク時ユ生存スノV モノアノV 毛萎縮シア生育甚不良

ナ 9'彼石狩図空知郡上富良野村字ペペ y イユ植栽セラ v タ JV桐樹ノ如

キ其犬宇 p 既三枯死ジ残存ス JV毛ノモ其樹齢ーJl!;J，五年ユジア漸ク樹高

九足{胸高直径二寸五分内外ナ 1v尋徴ス Jν 毛其ー班ヲ窺ヒ得ペジ

以上ユ反ジ本道ノ西部及南部地方 J、温帯北部品麗 ν比較的濫駿ナ v

~，.桐樹ノ生育=遁 V撫育宜 V キヲ得バ其生長叉佳良ナノV モノアタ健ヒ

ア此等地方 p 桐樹ノ植栽旺ず・ 9而ジア植栽ノ濫鯵 ρ 多ク近代=属スト

蜂就中函館地方 ρ 最古グ既品丈久元年即今ヲ去 y 約六O年前ユ在 )Vヨ

ト記録ノ示ス所ナ 9

今北海道聴常局ノ調査=係 y 大正七年現在ノ成捜並吾人ノ直接調査

セ JV 結果ヲ綜合ジア剣定ス JV.::. 園別=於ア最多ナ JV~、稜志=ジア以下

其多キモノヨリ順記セバ次表ノ女.nv

園 名 部 名 極 名

後 宏、 r.?‘路，古宇，久法，余市，岩内，美樹，古平，歌棄，種種谷，奥尻，瀬棚，小樽，諮郡 樽

渡 島 松前，爾志，檎山，茅音K，‘悶 函 館

石 狩 札幌，i笈盆，厚倒，2E知 ヰL 幌

日 高 三石，浦河，n事内，機似，幌泉，新冠
胸 援 有珠，山越，幌別，勇梯

天 堕 上)11，天堕

北 見 網走、

備考:一部別=於テ短言セバ札暁ノ約六万本チ第一ト V 松前，Ki， 路，爾志，古字，槍山，久主主，

ヲF部，余市，岩内，美園，亀岡，11究環， 1鶴谷ノ順位:::0Y テ磯谷 p、約一万四 000本チu:

λ ルモ以下ノ諸郡戸本軍t一万本=逮セズ

而ジテ本道ュ於ケ JV桐樹植栽線本数 J、前記北海道鹿ノ調査ニヨ v..".

概略四 O万本ニシア之ヲ園別トセバ前記ノ如ク綾志第一=位 ν渡島之

ユ亜グモ雨者何 V 毛総本数ノ約四割ヲ占メ相伯仲ス石狩月第三位ニ立

ヅモ植栽総本数ノ一望書i玉砕ヲ占ム )Vユ遇ギズ天盤，北見ノ南図=至 9 ・チ

J、省クモ不可ナジ
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備各園何 V 毛海岸附i1iユ多ク植栽セラ JVJV ~、本道ノ開費メf先漁業ユ

由来辛/:健ヒア海岸地方 J、何 vモ古キ歴史ヲ有シ定住セシ者多キユ起因

スペグ就中綾志，渡島ノ最多ナ JV~.其閥横:が古キト気候上ノ閥係良好ナ

y ト=由ラズ Y バア JV ペカラズ石狩ノ第三位ユア JV~、其北部ノ大牢低

ユ気候上植栽困難ナ JYニ由来 v日高，臆振ノ雨園ニ至 9テ J、気候上敢ア

不良ナラズト雄前者 J、産業ノ未ダ見 Y ペキ毛ノ少ク定住心ノ快如ユヨ

'1稜者 J、主トジア土壌ノ関係ユヨ 9植栽旺盛ノ域=逮セザ JYヌf如グ夏
品北見，天盟=至 9アJ、気候上既品可ナラズ只好事家ノ試植ヲ見ノV ノミ

本数ノ稀少ナ Y 敢ア怪ムユ足ラズ今本道気候関係ノ主要因子=就キ測

候所所在地=於ヶ y 卒均数債ヲ摘出セバ次表ノ如ジ

名 八林院(示ノ五鍋内，大宇EE，月七劇) 営該期間 営該期間 年平均最寒河=於
最低叙ul

f気セE(従温ル中最ヲ来ノ観測 結 宥地 平均視度 合計雨量 気 温 ケル累年平
最低気

=於ケ砕平 均ゑ徳銀温

均気温 (C
O
)

'、/OOJ'、F (mm) (C
O
) I (CO) (c'。低)最初月 I:最終月

函 館 16.10. 82.25 451.6 7.95 - 7.6 -21.7 4 (9) 5 (6 

語 都 15.75 83.50. 323.4 7.7'1. - 5.8 -15.7 10(10) 5 (5 

札 腕 16.0? 統1.05 316.4 6.25 -12.0. -25.6 10 (9) 5 (6 

旭 )11 15.97 76.75 388.1 4.44 -16.9 -41.0 10. (9 5σ 

者， 園E 15.0.5 8O.G5 415.7 4.0.5 -19.8 -38.2 9 (9) 5 (6 

諜 裳 12.73 !H.75 391.3 6.68 - 5.4 -20..2 10.(10) 5 (5 

釧 路 12.48 88.75 480.9 4.78 -12.8 -26.8 10 (9) 5 (6 

根 室 11.73 89.50. 383.7 5.0.3 - 9.9 -22.7 5 f7) 

綱 走 13.90. 82.50. 30.8.8 5.0.5 -11.7 -29.2 5σ 

備考:ー表中級学'"(ー)符宮市チ冠セ市戸零度以下チ示ス

表中搭華民内ノ級学 y、稀ユ国境セ V 月千示ス

函館，机幌，根室，寄書官，旭川，襟裳 P 明治二二年以降大正八年洛ノ平均般債，網走，、

明治二三年以降犬正八年迄ノ平均霊童1Jt，帯庇 ρ 明治三五年以降大正八~・迄ノ平

均般債，釧路戸明治四三年以降大正八年迄ノ平均Jt仮トス

今此表ユ就キ最重要ナノν気温ノ閥係ヲ吟昧セン

即表示ノ如グ年平均気温 60c 以上ノ諸地 ρ 函館，毒者I~，札幌及襟裳ノ四

箇所品シア其他 J、悉ク δOc内外若ク J、其以下ナリ

次ユ各地最寒月ニ於ケノV 累年平均ニ )l~ ア最低気祖ノー120c ョ 9 温暖



~ 

主。

I -2.50・oDd

予
領〉

北海第&:歩合防相樹租裁可能地孔試植地

戸、¥

。
/ー戸"

• 

九 千買百

圏 1党本

銀t :i.草
i6.え'‘ttr'H・

3可JI(;Þ~511 

捕衡循築地



く70

ナ JIr~、前記四個所ノ外ニ向根室，網走ノ二地ア 9 又突接ス )V最低気温中

最低ニジテ -25.06cヨリ温暖ナ戸地方 J、前記四個所ノ外ュ倫根室ア 9是

品由?ア見 vバ根室，網走ノ二地 )j~、桐樹植栽=劉ジア有望ナ JIr ガ如 γ

ト雄前者 J、年平均気温及l陽設期間ノ平均気温徐 9ニ低ク後者 J、旭}I¥，帯

贋及釧路ト共ユ年平均気温及突礎的最低気視僚リェ低キヲ以j'経済的

成立ノ見込甚畳束ナシ左 v.，...先気候関係上桐樹ヲ遺林ジ経務的ナ )Vペ

キ地域 J、年平均気温 60c以上ノ地即約札幌以南ト見 y ヲ安全トス固ヨ

9此等地方ト雄局部的ユ J、気候土壌等ノ各異ナ JVユヨ 9其全面随所=

植栽スノ'V::rト難ク只其平地及緩斜地ニ限ラ v少ジク高所=登 V ..T'¥.最早

其生育ヲ完クスノV ヨト能川ずY ノ朕況ナ 9而ジテ此等卒坦地及緩耕地

ト雄冬季ノ常風タ Y 北西風ノ卓越ス y 場所叉 J、特=海岸ユ近接 V夏季

ノ東南風=面ス y 場所ニ J、諌メ防風林ノ設置ユヨ 9テ初メア植栽ジ得

ベク叉火山1R及浮石等ヲ合有ス JVヌf女nキ凝1R質ノ帯士ユ J、絶事}的=生

育不可能ナノV ヲ以ア其植栽面積 J、盆狭少トナノV ヲ蒐 vズ

由是観之本道現時=於テ桐樹ノ植栽最旺盛ナ JV~..綾志，渡島ノ雨園ユ

シア J持来=於アモ此趨勢ヲ持績スペグ夏ニ経済上ヨ 9見テ其造林ノ有

利ナノV ベキ J、前記ニ閤ノ外日高，膿振，石狩三園ノ各一部ナ 9 トス

備本道現時ユ於ケ Jレ桐樹植栽可能地及試植地ヲ園示ス v~....左ノ女n ~ 

第三節 北海道=於ク Yレ桐樹植栽吠況

一般ニ桐樹メ生長ヲ攻究ス y ュ常'テ J、先其植栽ノ現況ヲ知悉ス )V

ヨト最緊要トス因 9j'今其要黙ヲ叙述スベジ

北海道ニ於ゲ JV桐樹ノ分布状況 J、前節所述ノ如 v此等制林 J、殆ド金

部個人ノ所有ユ属ジ町村有ノ如キ J、極メア少数ユ V ア閤有又 J、帝室所

属ノ桐林ノ如キ J、ーモ是ア )Vコトナジ

此等桐林所有者 J、多ク川農業又 J、漁業ヲ主トス )V者エ V ア商業ヲ主

トス Jν者之::..ill!.ギ所謂副業的ユ経替ス )'V所ユジア概ネ小資本家ノ経替

=係'従ヒj'大規模ノ桐林ヲ見 )Vヨト稀ナ 9故=一定ノ経管方針ヲ樹
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立 V ，ア施業=従事ス y者殆 J'~ 無グ伐期ノ如キ材憤ノ騰落品ヨ 9 ア加減

スノV所::.V テ千差万別通言 V得ザ JV毛一般=初代三在 9ア J、ーO年内

外ヲ以7'伐採ス y 毛ノ多ク其根株ヨ 9ス )V萌芽ヲ仕立ア二代目ノ桐林

ヲ造成ス JVヲ普通トス

而 V7桐林 J、地味=警官ス )V要求強ク一般=砂質壊土ヲ以ア最適トス

Y 所ナ ν ド屯賓際ノ植栽者ユジア之ユ注意ヲ梯フ者少ク錦=不覚ノ失

敗ヲ招ク~ノ多 v

ヌ桐林ヲ始メア造成セントス y 揚合品川其苗木 J、他ヨ 9購入又 J、譲

奥昌吉 9ア得戸ノ外ナシト蜂抵=桐林ヲ所有セ JV者ユ在 9ア J、大規模

ノ遺林ユアラザy 限 9身根ユヨ 9自ラ苗木ヲ養成スノV ヲ常トス

苗木ノ養成法ユ就キア J、所=ョ 9 多少ノ差異ア )V 毛其要無ヲ略述~

，，~下記ノ如 V 即

苗闇ノ選定整地等=閥ジア J、一般樹種ノ場合=於グ JV • 大差ナジト

蜂只之ユ在 9ア ρ 肥料舟=費ニぇ y 要求極メア多キヲ以ア特品可及的肥

沃地ヲ選定ス Y ノ要ア 9

種根 J、多ク四，五月ノ頃山出苗木或 J、鮭樹ョ 9直径二舟以上玉舟内外

ノ新根ヲ採取 v可及的髭根及根皮ヲ損傷セずy 様銃万=ア長サ四寸内

外品切断 v之ヲ童文日間目先 ι 曝露 v然 Y 綾苗圃品植栽ス時=前記直径

ノ種根ヲ長サ五，六寸=切断 V 二O本毎ユ之ヲ束ネ深サ約五寸ノ穴品頭

部ヲ上ユジ稿耕ニ ~J ペ之ヲ源義ュア蔽ヒ夏=三，四寸ノ厚サュ被土 V 約

一，-二週間稜品苗床品植栽ス JV:2 トア 9種根植栽=際 νア ρ 幅二尺位ノ

畦ー七寸万至ー尺ノ間隔ユー本宛頭部ヲ上ユジ耕=或 J、垂車品櫨付ク

此際顕部川地表曹 9ニ，三分低ク V 之=被士ス然 JVト.y."、ー・，二週間綾=

敵本ノ不定芽ヲ接ス y ヲ以ア其内良好ナ JV毛ノ一本ヲ存置 ν他 J、之ヲ

摘除ス此溺芽 J、肥培宜ジキヲ得バ年内=三尺内外ノ苗木トナ JV翌春之

ヲ掘，取 9山出苗木トナスヲ普通トス但生育不良ノ毛ノ品ア 9ア J、尚

一，二年間苗圃=存置セ V ム

苗木ノ植栽季節 J、春季最多ジト難秋季植栽=係 JV~ ノ亦金クナキ品
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アラズ

楠栽ノ方法 m 普通林木=於ケ JVヌf如ク群朕方形=植栽ス JVモノ最多

ク民常本数 J、時=例外ナキユアラズト雄大体ユ於アー00本内外ノモ

ノ最多量士ヲ占ム術畑地ノ畦昨或 J、境界又 J、宅地ノ周闘=列植セラグノV

毛ノア 9其他一間ヲナジテ規則正ジク方形エ植栽セラ JVJVモノュ在 9

テモ老年=至 νバ溺芽ノ所 φ ユ殺生ス }Vタメ不規則トナ JV毛ノ多 ν而

ジア之ガ植栽=営 9ア J、他ノ樹種ト混植セズ凡ア箪純林トナジ造林地

面積 J、大ナノV 毛ノナク其最大ナノV 毛ノト雄教町歩ヲ超ユノ'V:2ト少ジ

肥料ノ種類，、人糞尿，馬糞，鯨〆粕等ヲ主トジ桐樹植栽=熱心ナノν者ユ

在 9ア ρ 年一，二向宛植栽後骸年=亙 9施肥スト雄桐樹植栽者ノ主位ヲ

占ムノV -，、前述ノ刻1グ農業ヲ主トスノV モノニジア従ヒア本道農家ノ一般

遁磐トモ云フベキ施肥=怠慢ナ JVヨト勿論ナ 9殊ユ其副業的タ Y 桐林

=費ジテノ、一層然 9 トナス

撫育保護トジア J、只芽掻ヲ行ヒ時ユ多少寒害等ノ p}j{繭ヲ錫スノ ミ=

ジテ他，、特記スペキ毛ノナジ枝下材長 J、ー玉分ノ高サ即七尺内外ュ仕

立ヅノV 毛ノ最多ク枝下ジ J、偶繭山地方ノ如グ施行スノV 所ア 9 ト離通言

セバ之ヲ行 ρ ザ JVヲ常トス

間伐 J、殆ド之ヲ行 J、ズ植栽ノ常時間伐施行ノ穂定ヲ以テ密植ス JV毛

ノト雄生長スノV.::.従ヒ漸次切惜ミ錦ニ随所過密ノ雑アノV 毛ノ頗多ジ

諸害ノ関係ヲ見 JVユ北部地方ニ於ア J、主トジア寒害，鼠害.野兎ノ害多

ジト蜂南部地方=於タ J、寧ロ腐欄病(Valぬ pnulowniaeMiyahe et Hemmi.)蔓延

ジ其害鮮少ナラズ向本道ユ在 97' .t、桐樹殊エ稚樹 J、常ユ寒害ヲ受ヶア

樹楠枯死スノV ノ結果左嗣ノ如キ生長扶態ヲ呈ス

虫害，風害 J、各地ヲ遁ジア多少存在スト蜂未ダ薯ジカラズ叉海単附近

=植栽セラ vタノV モノユア 9ア J、往 φ潮害ヲ見 JVヨトア 9 ト蜂是亦犬

ナラズ

是ヲ概評セバ北海道ニ於ケノV 桐樹ノ造林，撫，育保護等 J、極メテ粗放 z

シア殆ド金ク自然ニ放任ス }V t-云フモ不可ナキ紋況ナヲ
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一年目ニ技ヲ・yヶタルモ F

二年目s杖刊ケタルモ/

圏中黒色 J部分ハ枯死Jシタル部分



〈花〉

第四節供試材料

吾人ノ研究=供用ジタノV 材料 J、本道中桐樹ノ植栽最盛ユジア而毛適

地ト毛稽スペキ松前，忍路及余市ノ三郡ニ於ゲノV桐林中ョフ蒐集ジタ 9

従ヒア之ヲ基礎トジア本道桐樹ノ生長関係ヲ論ズノV モ不可ナカ Y ペ V

今之グ前提トジア其桐株ノ所在地，位置，地勢，気候，土性及遺林撫育等生長

ノ上=至大ノ影響ヲ及ポスペキ事項ノ要勲ヲ概述セン

桐株ノ所在地 J、綾志閤忍路郡忍路村字士場ノ習，同園余市郡余市町字

奉部及梅川町並渡島園松前郡頑山町及同郡大海村大字上及部ユジア前

三者 J、後志閤ノ北部ユ在 9ア北緯四三度一二分東径一四 O度五03}-ノ

地勲ヲ占ム其植栽地 ρ 忍路及余市ノ雨郡 z 跨 9虞衰約二里植物牙布上

温帯北部ノ最北ュ位 ν綾二者 ρ 渡島竿島ノ南部ユ位ジ北緯四一度こ五

分東径一四 O度七升ノ地黙ヲ領ス是営然温帯北部=鹿ス

地勢ヲ約遮ス ν."，.余市，忍路地方 J、積丹竿島北東ノ基部=位ス lVグ故

=北方 J、日本海ュ面ス従ヒア海岸線 J、北西ヨ 9東方ュ延長ス甫方ユ J、

之ト並行事ノテ重墨タ lV山骨相漣，土地 J、一般=北方ュ向ヒア傾斜 ν平

地ユ乏ジ従ヒア桐林 J、何 v 毛傾斜セノV 山麓万至高華地ニ存ス之=反事〆

篇山地方 J、南方津聴海峡ニ面シ北方=重韓タノV 山岳ヲ負フ故ニ地形舟

一般=南方ー傾斜 ν平地叉極メテ少ジ繭山町内ニ J、塵誇内津，湯殿漂，紳

明津，偉治ノ浮及友部川等ア 9其源ヲ北方ノ山岳ユ鞭ジ南流ジタ海ユ注

グ此等河JI1~.何 v モィ、ニジア流域狭ク只其下涜=於ア多少ノ平地ア lV

ノミ桐林 p 此等流域及高墓地=随所黙在スノV ヲ見ノV

衣品地質及土性ニ閥ジア約言セン

地質系統上余市及忍路地方 ρ 共品上部第三紀暦ユ属 ν基岩 ρ 余市梅

川町ノ石英組商岩ヲ除クノ外何 V モ凝灰岩，砂岩ノ互暦ョリナノV表士ノ

深サ J、測定ノ結果何 V 毛五寸内外ナ 9桐林地 m 殆¥..皆下作ヲ行フ故ユ

腐植質ノ量多タシア黒色ヲ呈ス然 ν ド毛下作ヲ行 p ザノV 所或 ρ 之ヲ行

フ毛蓮績セザ lV所ユ在ヲア J、褐色強ク底土ノ深サ戸海カラズ凡タ赤穂
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色ヲ量ス地昧 J、一般品肥沃ナラザy モ農耕地トジア中位ヲ占メ土壌 J、

撞土ユil[v常地方ノ桐林地 F 凡ア高肇地ュ存スノV ヲ以ア排水闘係佳良

ナ，

属山地方ノ地質系統品就キア F 稲山町及上及部共ユ上部第三紀屠=.v前者ノ基岩 J、提反岩後者ノ基岩川凝玩岩，頁岩J五砂岩ノ互屠ョ，成
y表土m 卒均六寸内外=ジア其色，、所ユヨヲ多少相違ア V l-"毛通言ス

v ... ず褐色品 V ア久ジク農地ト V ア使用セラ }V}V所ユ在 9テ，、腐植質ノ

11穂黒色ヲ帯ペ，然 v ド毛桐樹植栽地ノ多クノ、古ノ屋敷跡地ナ }Vヲ以

タ腐植質比較的少グ従ヒア地昧 F 肥沃ナラズ農耕地トジア中位ユア 9

土填J、砂質擁土及埴質壌土多キヲ占ム

叉此等地方 a 於み・ Jν気候閥f品川不幸品 V ア何 ν屯測候所ノ設置ナク

精確品之ヲ批判ス y ノ資格ヲ特ズも藤吉~l 記函館，害事郡及札犠ユ於ケ JV 識

調結果ヲ多照ス V バ略類推ジ得ぺ V

其他遺林撫育及保護ノ関係 ρ 前節所漣 1・大差ナキヲ以ア省略ス

更品標準地ノ選定品就キタ一言スペジ

既記ノ如グ本遺品於ア J、大面積ノ桐林甚稀ユジア偶ー圏ヲナセ F 毛

ノア') "蜂其面積極メラ FトーもI.，.之宮ヲ所要ノ標準地ヲ、選定ス JνJ、豆

雛ノヨトナ 9加フ Y 品樹間距離大ユシア而毛亦貴重材ナ Jν ヌf故ユ毎木

調査ノ要一屠緊切品 V ア普通株木ト同様=標準地ノ設定ヲ許サザy ノ

事情ア 9故ユ本調査品於ア J、可及的標準地ノ設定ユ努メタ 9 ト雄巳ム

ヲ得ザ JV場合品 J、桐林中被害ナク法正品生育ジタ 9 ト認メラ JVJV毛ノ

ノミ品執事F測定 ν櫛冠外切ノ四角形ノ総和ヲ以7"常議年生ユ聾ス y標

準地積トナセ'是桐樹 J、前記ノ如ク賞重材ユジア面積車位ヲ以アス )V

蕩 9 号寧宮本政車位ヲ以ア計量セラ}~ }lrコト多ク敢ア不合理ナラず y

ヲ信ズ νバナ 9

又列植ノ場合品在 9アJ、先各栂樹閥ノ距!雄ヲ任意ノ縮尺品ア圃示ジ

之ヲー遁1-v'又測定桐樹中最大ナ Y 樹冠直径ヲ他ノー遜トス JV矩形ヲ

審キ究デ其標準地面積ヲ算定ジタ 9而ジア之ヲ反常本数ユ改算ス JY"='



J、実式ヲ遁用セリ即

反宮本叡=ー矩形内毛並三1
矩形面積(1え皐¥ll.J

σ7) 

倫便宜ノ錦各標準地ュ於ケ JV主要事項ヲ飽括~:テ表示ス Y ヨト第一

表ー及ニノ如ジ

第一表ー余市，忍路地方標準地紋況

•• 自首 重量土 地主置面 反堂本債(木〉 議切ノ 開 飽 叡

z2. a聖書 治:s 働 地 勢
及賀. 味 l 林呼t 1222調態

鰭唱t ;Jt:他

t年3 年 li 作 肥 • 11 
締結;

海摩，会地斜海北
b約

t
方
在

ー0
止三調紀t
屠
~ 十件 官tg町丘伺 =ー 0.20 三年目

大I宣傾 約三 中 :=-1隆切.&鈴事 野鼠
I~ O)~ヨEーニO尺

え

1~官~1 放"『Lノ中約国H
幼時傑飽

IIx 
=ア甲 納ー'八度ノ 三年目 mセル

同 上 方向 F 中 一一 一不規制 =量切 一 宅E足時~ 
野鼠

112 -00 品3ズ

上 ムF北録東集三三大鷹ノ 表二上官制土官i層司ノ自 E野鼠
E=H代要F衝田ノ111 関 上 一一 一不規則 一 一 一 〈相仮量事}童他1I:.同シ

深サ三
寸

IV 認お 陸f提自主士空?T識，;1;すzまz白It 一E形三間i三今角ご1=量毎切日 罪事参 一 野鼠

v 関 上 101|地鎖帯事前者ト悶ジ只事キ，、幾a綬 中 一 一 一 不規則 一 一 一 一

北北東ノ方向ユ期
側ー山脹ア

"問東絢約方
賂

方

一

，、約=00腐

.字宇E土苦手.村鋤n
大
村
ノ

戸司キト事草地=
ス潟摩チ去1¥00

三上刻組暦
g 副治賞鴎トトノ畑IVl 121!U ~tPtf I方爾向

.a It 一一 一 111生 蓋切 一 一 野.. 

調'
*海，見ル東日 界=列櫨

境

海山f唱E級保FZ
約

JE4i

一
顎
島北川 四
斜手ナ R

ニO乃至
二00尺

地理貯鎗縫γ北東
ME
= 

VII 同 上 13ヘ月V~豆一
VL: ノ上三書紀官

R
司
F
昭
中 一一 一

3向j生及
.切 一 一傾斜サナ λtà~、岡 不規制

I二

VIII 関 土 14一日開中紙一五度 ー 一一 列生 11切 一 一 一 E強
F檎及列

IX 関 知--三内障やト戸前嗣断
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第一表二稲山地方標準地状況

樹 勢!?;|:E林童画 反常本It(本〉 竃膚陣切告書並度ノ 業他I地緯披 地名 齢 地
間踏襲雲1 (年1 地〈積冒rf) 作 肥害

1 ，車問 11Fam起壌三上端紀土t第暦=i 0.21 751 C51認|判断|一同病四方人家
II 脇山町大町I11榊甲海明援111約ノ流二域五尺ユ平7 
字静明 却

上三部事E屠第 中
一|イ 71叫一同1-1-慢話

得治町南ノ'梅筒方中ノ穆按間皐向動蕗一ザト瞬竃去ー度吻a・ 751 51司J同ヒ回z議年目切鼠字鳥山形町大上
ト地=

IH g 宜ア ，~ν約
同上 中 0.2G 一

町
僻尺チナス 。ノ傾。

IV11|稲字山川町犬 2海抜約平二坦O尺神明 同上 中 0.01 751 601 
三年目
施行 四方入場IV宮 原町 31)11施城 ユ重量切

同 4事2中.'1 " ，~ 三年目
ニ盗切 断陸軍 一

VI 蕗山町明大
町
s暗室約三O尺其他民器官 75) ~関上 三年目 施行篇行 腐t隠欄微病〉1i 字榊 =豪切

VIIl 4 501 48 

i嗣-l-VlJz 嵐山町犬 6市申明約，1¥流二域町海平摩チ 同上 一 -1 481 4S 居留属病四方人家字)111恵町 去Jレ 平坦VlIa 11 1331 7e 
VIlI1 稿
*神
111
町明コ町
k 1組問同上ト10.4作1;草野 111 三ー年目一一 尿ー予腐

Il鰻欄徳病〕周囲畑地VIII2 ::.J屋切 λー

，!陣晦及舶東畿南岸二

4
方
チ

』
ttvノ可秘=複山
ーア

犬海村部制及
チ頁IX 

上及
I 
去

F
海砂=面え 同上 中 -11.33 102 施待 一
約問町

。尺

X1 75 1官X2 133 
三=肇年切
目 腐

t
軽惚微病
J Xa 同 同上 中 一孤立 一 一，、同上X4， 1 孤立

| 海雲チ卸約六町| 中1-1 
75栴到三割-1施行1-，XI 同 上 3布I母上エ山アリ他.~同上.， 

XII 同 上 31海岸加約一o叫-|-14錫三間三隼日 施待|市|風害町他，、同上 正方形 エ蚤切

xnI1 f
割コげま

1-1 
コ間岡学
ユ

施行1-1-
稿III町河大
町
チ去?レ三町北 四年目

XIHz 字自 IIIア l}緒形戸北ョ同上一
一

ノ長方ユ肇-I1J
甲南=傾鍛え 軍主

XIVl 
- meo 明明Fド方同方三二聞形

種関学多
こ
長

11' 
同 上 方へ七ノ岡上 施行 施行 一 一XIV2 

xv I悼編町オ曲:!J知町犬石
地形，、前者ト殆F

回i務 断 1-1-1-1宍ア9
傾同一斜南方へ二度ノ

l 同上 一 一 60 

咋制1伊平坦 同上1-1'-13∞
ア唱

iE ノ獣
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以上記述ノ如キ桐株=就キ代表木三七二本ヲ選定ジア試験=供司~ 9 

之 :J1'内謬ヲ一言ス V .l''9余市郡 J、一年生乃至一五年生一七一本忍路郡 J、

-0年生万至一四年生六O本松前郡川一年生乃至一五年生一四一本ノ

関係ナリ而ジア調査本数 J、何 V ノ地方ユ於ア毛幼齢ユ於，.多ク老齢品

港ムユ従ヒ漸次ユ滅ズ是~迅ノ如ク多ク ρ ー O年生前後ヲ以，.伐採利

用セラ )VJV結果ユジア叉巳ムヲ得ずJVヨトナ 9 トス

齢

世

一

2

m

3

m

m

口

初

山

町

本
一

十
齢
一

8

9

m

u

n

u

u

口

一

一
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・

5

・

i

i
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l
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、
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-
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'
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1
1
|
l
i
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-
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一
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海
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路

山

路

市
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一

如
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村

一

一

'

'

一

ノ

一

町

一

大

詔

大

余

忍

稲

氾

余

鼠

一

表

一

名

一

前
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路

前

路

市

前

一

喰
一

m
一

松
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，

余

氾

松

忽

，

，

余

松

一

セ

一

名

一

島

怠

島

芯

島

一

記

一

図

一

波

，

，

後

E

波

後

，

，

，

波

一

一
白
川
川
川
川
川
川
口

齢

一

般

一

m
m
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幻

U
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m
ω

引

m
一

年

一

本

一

一

別

一

命
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I
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判
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1
1
一
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j
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l
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一

地

一

引

|

副

引

引

引

配

川

|

|

和

|

川

引

|

一

ヲ

-

村

一

u

，

一

部

一

町

一

会

福

大

余

滅

商

大

編
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踊

公

一

金

一

冬

一

市

鶴

市

前

市

前

市

一
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ー
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以
同
片
円
一
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供

一

名

怠

島
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島

'

'

'
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島

志

一

尚

一

周

一

後

波

後

滅

後

波

後

一

1fu 第五節 生長因子調査法

該調査=於ア J、先立木 ι 就キー木毎品所要因子歩測定 ν尖デ事情ノ

許ス限 9標準木ヲ伐採 νア樹幹折解ヲ行ヒ以ア各齢階所属生長符i酢ヲ

精査ジタヲ而ジア調査法山立木ノ場合ト標準木伐採ノ場合トエーヨ'多

少相違ス JV 所ア 9 肉 9 ア主主ニ項ヲ舟チア其要!'Ar~ ヲ詑池スペジ

其ー立木調査ノ場合

樹齢ノ査定:一樹齢 p 主トシテ造林者ノ雷ユ基キ査定ジタリト雌疑

J、ジキ場合品川既往=間伐セラレタノV 根抹ノ年 ij命数ト其伐採年度トヨ

'推論 ν夏ユ技館ノ状況ヲ参酌シア決定ジタ 9
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樹高ノ査定:- Wei飽ノ測高器 ι ヨ9地上ヨ 9樹楠迄ノ垂直距離ヲ測

定 v之ヲ樹高トセ'但尺車位ヲ以ア示ジ以下回捨五入セ 9

枝下材長ノ査定:一地上司 9生活力ア Y第一枝僚ノ分肢セ y 個所ノ

直下品至y 長サヲ枝下材長トジ凡ア布製懇尺ヲ以ア測定事/尺車位ーァ

示品〆寸位迄精測ジ以下回捨五入セヲ

本丈=於ア謂フ所ノ幹材ト J、上記第一枝僚以下ノ幹部ヲ指示事/枝材

トm 第一枝健及夫以上ノ技f喪中末日直径三寸以上長サニ尺以上ノ毛ノ

ヲ締稽ス而ジア金材ト p 前記ノ意味=於ケ JV幹枝繭材ノ和ヲ云 Y 毛ノ

トス

直径ノ査定:一直笹川凡ア輸尺ヲ以ア寸草位ユヨ 9十字ノ方向 ι ニ

様=測定三/.好位迄採讃 V 以下四捨五入ジ此等爾数値ヲ平均ジア夫4'其

直径ヲ求メタ 9 而ジア第一枝保以下タ P 幹材ユ就キ 7~、下記ノ如ク各

種ノ直径ヲ測定セ 9

根元直径:樹幹ヌtt地ト接ス Y 部牙ノ直径ヲ云フ

胸高直径:地上回尺三寸=於ヶ y 樹幹ノ直径ヲ云フ

玉高並ニ玉，三玉，……高直径: 地上六尺四寸，一二尺八寸等地上ヨ 9六

尺四寸毎ノ樹幹直径ヲ云フ

技下直径:第一枝僚直下ユ於ヶ y 直径ヲ云フ

第一枝僚以上タ JV枝材=開ジア J、材長二尺以上ユジア末日直径三寸

以上ヲ有ス JV毛ノ J、悉ク其本末雨直径ト材長トヲ測定ジタヲ而 V ア材

長長大ナ Y ト"t~..本ロョ?六尺四寸毎ノ車径ヲ測定シタ 9 此場合品於

ゲ Y 材長ノ測定，、尺車位ユジア寸位迄精測ジ以下四捨五入ジタ 9而 V

，.本文ュ云フ所ノ枝材以外ノ枝僚 m 利用上ノ憤盤僅少ナノV ガ故ユ測定

ヲ省略セ 9

樹冠直径ノ査定:一樹冠直径 p 可及的東西，南北ノ二方向=測定ジア

平均ヲナシ尺車位品止メ以下回捨五入セ 9

株間距離ノ査定:一刻植ノ毛ノ又 ρ 規則正シキ方形植栽=在 9ア ρ

各桐樹間ノ水平距離ヲ凡ア関車位=ア測定 ν-0牙ノ一間迄採譲セ 9
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不規則ナ ;v植栽ユ在 9ア J、反宮本数ヲ教へタ"

材積ノ査定:一以上測定ノ直径及長サヲ用ヒア幹材及枝材エ就キー

木毎ー石才玉ノ三軍位ユ曽膿二え F材積ヲ算出セ 9

1)石車位材積ノ算法

石川我林業界ユ於ア今日一般ユ採用セラ JVJV 材積軍位.:::.~アー O 立

方尺ヲ意味ス ，vヨト夏メテ云フ迄=eナシ

而ジア桐材一本毎=幹材及枝材共=畏サ六尺四寸毎=直分寺〆長サ六

尺四寸未満ノ毛ノ J、幹材ュ於ア ρ 其端数枝材=於ア J、其長サニ尺以」ユ

ノ場合品就キ本末南直径ト其材長トヨ， Smalian式ユヨ，其材積ヲ石以

下二位迄算出セ 9即幹材=就キア

トセバ

h:枝下材長(尺) go:枝下断面積(尺つ

gu:根元断面積(ぽ gC.4:玉高断面積約

&).8:二玉高断面積(尺2)

枝下材長六尺四寸末満ノ場合

一(gu+go)h
幹材積;石)- 2X10 

枝下材長六尺四寸万至一二尺八寸ノ場合

一位、+g6.¥( 6.4 + (gs.a g¥})(h -6.4) 
斡材積(石)- 2×10 

枝下材長一二尺八寸以上一九尺二寸以下ノ場合

一 (島+ga川.4+(ga.4+宮山)6.4+ (符山+g'o)(h -12.8) 
幹材積;石)- 2×10 

等ノ如クシア求ム Y 毛ノトス

又枝材ノ場合ニ J、

h':枝材ノ長サ(尺)

払蹴本口断面積(ポ)

gFo:枝材末口断面積(ぽ)

g'6A. :技材本口ョ?六尺四寸ュ於ヶy

部分ノ断面積約

トセバ前記幹材材積ユ於ケ frト同法ユヨ 9ア求メ得ペジ而シアー木・ユ

於ヶ y枝材二本以上ア y 場合...::..-.... 、枝材各個ユ税キ上、式ι ョヲ其材積ヲ
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求メ之ヲ合計 V 7'該樹ノ枝材材積トス

2)才車位材積ノ算法

才 J、大阪ヲ始メ関西地方一般 s採用セラ y 、桐材材積ノ箪位=シア

材長六尺四寸末日直径一寸ナ y 大サヲ云フ而ジア取引ノ賓地=於ア J、

材長六尺四寸ナ戸時末日直径ヲ十字ノ方向.:=.寸軍位ュア測定 V 此爾直

径ノ相乗積ヲ以ア其才教ト γ末日直径各-'-0寸ョ'成 JV:{;:ノヲー 00

才..V 之ヲ計算/基準ト鴬ス所ナ 9従ヒア若材長六尺四寸品ジア末口

直径一O寸ト九寸トヨ，成y 時 ρ 其材積 ρ 九O才ナ Y ガ如 V

長サ六尺岡寸ユ過不足ア Y 場合品 J、長サ八寸ヲ培誠ス y 毎ュ六尺四

寸ノ場合ニ於ヶ y 才教ヨ 9ix=.125x (x'~， 八寸ノ増滅ス Y個鼓)ヲ増減ス

Y 屯ノトス例へバ末日直径八寸及、九寸品ア長サ三尺五寸ノ桐材アヲト

セバ約束上此材長ヲ三尺二寸下計算ス }Vタf故ユ其才教 J、左ノ如ミ/即

8 x 9 x (1ー.125x4)=36才ナ Y ヌf如ジ

故=石童文計算上区分セ JVモノユ撃す V此算法ヲ臆用 v以ア幹枝夫 φ才

教ヲ算出セ 9

質地慣用上=於ア J、直径 J、寸位ユ止メ分以下切捨ツ JV毛本研究ュ於

ア J、悉ク分位迄採用ジ其才教ヲ算出セ 9是賞用上多少ノ不便ア 9 ト蜂

商習慣ユヨ Y 時 J、桐樹ノ生長ア Y ニモ拘 J、ラス・才教ノ増加ヲ見ず y ヌf

虫日キ不保理ヲ家スヨトア v."，.ナ 9

斯クジア求メタ }V 才敷~， /J、数黙以下一位迄算出 u以下四捨五入司!9 

3)玉車位材積ノ算法

玉 ρ 東京地方以北北海道ニ於ア古来取引上=慣用セヌノ'VJV桐材材積

ノ車位ユシア即桐材丸太ノ長サ六尺四寸無皮末日最短直径六すナ }V大

サノ毛ノヲー玉ト云フ

元来此草位 J、普通大人用下駄一足分ノ材長入寸ノ入倍ユ由来スト云

Y 而ジア末口直径六寸以上ノモノヲ玉上ト稽シ葉一寸ヲ増加ス Y 毎品

一玉ヲ増スモノトス之ユ反ジア末日直径六寸以下ノモノヲ玉下ト稽ジ

其玉数 ρ 一寸ヲ滅ズ }V毎ニ順次宇滅ス JV:{;:ノトス末日直径三寸以下ノ
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桐材 J、英利用慣僅僅少ナ V バ多ク J、玉ノ計算ヲナテずY 毛精密ヲ要ス

y 場合品川直径二寸迄之ヌf計算ヲナス所ナ 9即ニ寸五舟ノモノ J、一六

卦ノー玉(即一六本ユアー玉)ニ寸ノ場合品川三二牙ノー玉(即三二本ユア

ー玉)ノ如ジ

以上何 v ノ場合=於ア.-:{:寸未満ノ端教訓之ヲ切棄 '9JV毛ノトス

究ユ長サ六尺四寸未満ノ場合ニ J、其玉敷ノ算法=就キア J、古来各地

ヲ遁~遁則ト稀スベキモノナク概ネ之ヨ 9 採取 ν 得 y下駄足数ヲ目算

ジ其慣格ヲ評定ス JV所ナ'期グノ如キ J、宜敷改良ヲ要スペク下駄材ヲ

基礎トセバ上記才草位材積ノ算法=於、ケ JVjl如ク長.，.八寸ヲ基準ト V

ア玉敏ヲ計算スペキ毛ノナ'9 ，.信ズ弦ュ，、此新法ユヨ 9ア其玉.敷ヲ計

算セ 9

今上記ノ方法ニヨ 9ア算出セノV 材長直径及玉数トノ関係ヲ表示セバ

次表ノ如ジ

玉駿一覧表

区R18u|…I!!.4-3.1卜叶…卜8-5.5卜日3I制口
2.0-2.4 iT= 捌 dT=.∞E ー2と謁 .012 す=瓜6合卿会=.023 合叩

去=2四21 会 .008す=瓜6合 .02'す .032長官.回9全 .047 T す=2.5-2.9 一12一3"=.055 
3.0-3.9 す .01eす .031す .0釘 -1L6 =.083 す .078す .094す .109 z s-

4.0-4.9 す .031-1L6 =.063 す .094÷=.125 ーSムa-=.156 イト=.1~ す=瓜9 1 -4-= 

5.0-5.9 -1L6 =083 ÷=.125 ー1とii=.188 十=泊【 す .313+=  .37~ す必E-1 T=  

6.0-6.9 十=且5+=  .2切 ÷=37E ÷ロ .500÷=.625 ÷=150 ÷=875 1=). 

7.0-7.9 ÷=mo  +=ωo  ÷=加 1=1.000 ÷=1250 ÷=1.蜘 ÷=17回
8.0-8.9 ÷=加5÷=m  +=1.125 ÷=1.捌 子 =1.875÷=2絢 与 =2.625 3=3. 

9.0-9.9 十 .5JO 1=1.∞o ーシ=1.500 2=2.0∞ +=2.剛 3=3.000 +=3.500 4='. 

10.0-10.9 ÷=625 ÷=1.2m 子=1.875 +=2.5ω 子=3.125子 =3.7印 J子=4.375 5=5. 
11.0-11.9 ÷=加 ÷=lmo +=2.250 3=3.000 子 =3.7切 ÷=4.蜘 与 =5.250 6=6. 

12.0-12.9 十=肺 ÷=1750 与 =2.625十=3.500与=壷.37与 =5.250手=6.125 7.=7.0∞ 
13.0-13.9 1=l.∞o 2=2.0α} 3=3.000 4=4.000 5=5.000 6=6.0α) 7=7.000 8=8.00( 
14.0-14.9 +=l.125 +=2.25C キ=3.376+=4.刷 手=5.625子=6.750与 =7肺 hq
15.0-1f1.9 子 =1.250445∞ 子 =3.750 5=5.000 Jト 6.250子 =7蜘 3f. = 8.750110 =10 
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上表品従ヒア幹枝共玉数タ計算事/小数黙以下二位迄算出 V 以下四捨

五入セ 9但枝材 J、一本毎ユ其玉数ヲ計算事〆之ヲ合計ジア常該樹ノ枝材

玉敷トナセ 9

以上測定セノV 樹高，枝下材長，各直径，樹冠直径並材積 J、年齢標準地ユ分

チ之ガ平均ヲ算出シ以7"該年齢品於ケ JV桐樹ノ樹高，直径等トナセ 9但

直径ノ教債 ρ 各直径所属国面積纏計ノ平均ヨ 9誘導セ JV毛ノトス

其=伐採木調査/場合

桐樹ノ生長調査上既遁ノ如ク余市ユ於ア一本稲山ニ於7"一本怒路ニ

於ア二本合計四本ノ桐樹ヲ樹幹折解品附ジタ 9此目的ユ供用セジ桐樹

J、可及的異ノ標準木タラジメンョトヲ努メタ， 1-雄所有者ノ買却ヲ後

セザy 等ノ事情ア， j事=標準木タノレ傑件=最近似セ JV毛ノヲ選定ス y

ノ己ムナキ品至 vy

然 v ドモ本調査ノ主眼トス JV所 J、専ラ同一保件下ニアノV各齢階ユ於

ケJV桐樹ヲ多童文測定辛'其平均値ヲ排列シア桐樹ノ生長径路ヲ求メント

ス JVユア v .，...其間多少ノ差異ア lV"t' 到底兎 vザノV ベグ之ユヨヲア平均

賦強ニ於ケノV 一樹ノ生長径路ヲ如ノV コト聯穏常ヲ敏クノ蛾ナキニアラ

ズサレバ樹幹折解ノ成績ヲ奉酌シ之ガ正確ヲ期スノ'V..T、精密度ノ増進上

極メア必要ノコトトス斯クノ如ク樹幹折解成絞，、之ヲ参考トスノV ニ過

ギザノV ヲ以ア又必ジ毛標準木タ lVヲ要セズ只法正ノ生長ヲナセ Jレモノ

ユア満足スノV モ敢テ不可ナジトス

忍路及余市地方ノ桐樹ニ就キ行へ lV方法 J、伐採ジタノV 和]樹ヲ樹軸(針

葉樹ノ女日夕樹軸ナ y モノナジト錐略樹軸ト認メ得 lVモノヲ採用セ y)以

外ノ技僚ヲ悉ク切 9去 9其樹剥iユ沿ヒ地上零米三，ー米三，三米三，五.米三

等ノ加グ初メ J、--米衣川二米毎ニ直a-v又六尺四寸毎=枝下及枝上ノ

各所ニ於ア区分ジ夫 φ園盤ヲ採取ジ其部牙ニ於ケ JV年輪教及年輪幅ヲ

測 9之ヨ 9各年齢ニ於ケ )V各部ノ直径ヲ知 9各区牙毎ニ Smalian式ユヨ

9求積シ枝下以下ノ部分ヲ合計ジア幹材材続トナジ是以上ノ部舟ヲ

枝材材積トナセ 9従ヒア此場合ユ於ヶ y 枝材材積 J、前場合ノ夫ト意味



f時〉

ヲ異ユセ JV毛ノアノV 毛樹幹折解ニア 9アJ、各年齢毎ニ末日直径三寸以

上長サ二尺以上ノ部分ヲ測定スノV コト不可能ナ vバ叉己ムヲ得ザ y モ

ノトス

各年齢=於ケ JV樹軸ノ長サ(地上ノ基部ョ 9各年齢ノ格 JV先端迄ノ長

サユジア針葉樹ユ在 9ア J、之宮f即金年齢ニ於ケノV 樹高ナ y モ桐樹=於

アJ、必ジモ然ラズ特ニ之ヲ樹軸高ト命名ジ異ノ樹高ト直別セ， )...、樹幹

折解ノ結果ヲ固示 ν番法的手段ユヨリ之ヲ求メタ 9

各年齢ユ於ケ JV樹高 J、其測定極メア困難ナ JVノミナラズ幼時ニ於ケ

JV枝僚ノ部分 J、多ク快如シ正確ヲ期スノV コト難キニ由 9技エ J、前記樹

軸高ヲ以ア樹高ノ代用トナセ 9

各部分ニ於ケノV 年輪幅円分車位ヲ以ア厘位迄叉樹軸高 J、尺輩位ア以

ア寸位迄測定ジ以下 J、夫令四捨五入セ 9

材積 J、石，才，玉ノ三軍位=従ヒ其ーノ場合ニ準ジ算定セリ

踊山地方ノ樹幹折解 ιJ、其圃盤採取ノ個所ヲ前者ト異ユジ地上ヨ 9

三尺二寸毎ユ之ヲ行ヒタヲ向此場合枝保身l暁ノ個所毎ニ其直上直下ノ

各部ユ就キ回盤ヲ採取 V 関係事項ノ鮮明エ便セ 9其他ノ計算エ至 9ア

J、凡，.前記ト同一ナ 9 トス

f局桐樹ノ縦断固ヲ添附ま/テ樹檎ノ義違麓化ヲ示スコト次ノ如1ジ
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第六節調査成績

前節所設ノ方法ユヨ 9調査ジタ""結果ヲ纏括ジア示スコト第二表万

至第四表ノ如ジ而ジア第二表ー及二 J、余市，沼、路地方=於ケノV 標準地=

.キ立木ノ盛一本毎ニ直径樹高友材積等ヲ賓測査定ジ各年齢所属本It

中最大ナ JV:{:ノト最小ナノV:{: ノトノ雨量t値ヲ示シ第三表ー及二 J、稲山

地方 ι 於ヶノV標準地=続キ測定ジタノV曾該数値ヲ掲グ叉第四表ー J、第

二表ー及ニェ相官スノV卒均披値ユジア初代(苗木仕立)ト第二代(萌芽仕立)

ト=i'別ジア年齢順=記入 ν第四表二《第三表ー及二=該嘗ス JV平均

.佐ヲ前ト問機ノ順究ュ従ヒテ好配ス

最後ユ第五衰一万至四川余市，涯、路及踊山ノ路地ユ於ア伐採ジタ JV四

本ノ榎草木 s 続キ夫 φ樹幹折解ヲ行ヒ待タ Y 結果ヲ表示ス

第二表万至第五表=於ゲ JV金材ト J、既遮ノ如ク幹材，枝材(主主ュ云フ枝

材 J、無皮末日直径三寸以上材長二尺以上ノ毛ノヲ指 Jス)ノ合計ニシア第

五表一万至四品於7".，.枝材ヲモ掲グタ 9此場合ユ於ケ JV技材"託述ノ

如ク上記枝材ト ρ 意味ヲ異ユジ樹軸ト認メ得Y 部分品ジア而毛樹備迄

加算セ JV毛ノナ，トス
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第二表ー

橋 樹事凶 測
斡材 直 筏 (寸〉 樹高 枝下材長 樹冠直径

地準
定

根元|胸高|玉高|ニ玉高|桟下
く尺〉 (尺〉 〈尺3切 本

号番虎 t後IJ!) 
It 
最大|最小最大|最小|最大|最小最大|最小最大|最小 最大|最小 最大|最小 最大|最小本)

11 1120 2.0 1.2 u '6 1.0 一 一 ー 8.2 4.9 ー. 5.1 2.9 

12 21 eo 宮.7 2.0 2.1 1.4 1.8 1.1 一 一 -1 15.0 9.5 3.9 1.5 

III 5130 9.0 u 5.5 3.3 4.7 2.11 一 一 u 6.2 33.0 20.0 12.4 6.4 12.岳 5.8 
11宮 151 1 14J) 14.5 8.9 8.9 9.0 9、C 一 一 9.0 9.0 31.5 31.5 7.晶 7.4 22.5 22.5 
111 7120 13.3 7.0， 8.8 5.3 8.~ 4.7 5.9 5.9 8.7 4.4 41.5 21.5 14.3 6.4 24.3 9.0 

• 1V 6130 11.3 5.6 6.4 3.7 5.9 3.2 一 一 5.8 3.0 38.0 18.0 9.9 自.4 17，2 9.3 
v 10110 10.3 8.~ 7.3 5.7 7.1 5.1 一 一 7.1 5.0 39.5 28.5 12.4 7.0 19.1 lU! 
VI 12110 11.8 8.4 7.3 6.0 6.9 5.5 6.6 6.6 7.2 5.5 39.5 25.0 12.S 7.9 16.4 10.2 

VI1 131 20 13.1 9.2 5.5 8.5 5.2 6.5 4.8 7.1 4.5 43.0 25.0 14.5 7.0 16.7 7.2 

V1II 141 20 13.0 9.5 6.1 8.6 5.3 7.8 4.9 7.8 4.4 43.0 21.5 18.5 10.8 25.1 6.5 

'IX 111 10 8.6 6.0 u 5.S Ut 4.6 3.8 4.6 3.4 44.5 26.5 18.5 12.5 13.7 6.4 

第二表

欄'E1l測~ 胸高断面積 材後〈石〉 材積〈オ〉 材積〈玉〉

切後 本重量 (R2) 
幹 材会材 斡材金材 斡材会材

く年)¥(本 最大|最小 最大|最小最大|最小 最大|最小最大|最小 最犬|最小最大|最小

11 11 20 .015 .∞2 .012 .003 .012 .003 1.0 一 1.0 一 一 一 一 一
I量 21 60 .034 .015 .034 .015 ρ34 .015 3.2 1.2 3.2 1.2 .回 一 .02 一
111 51 30 ，237 .085 .279 .100 .346 .100 30.4 9.1 34.3 9.1 .41 .06 .45 .06 

II2 15 1 .622 .622 .795 .795 .940 .940 90.0 90.0 10!!.E 108.E 3.38 3.38 3.76 3.76 

lII 71 20 .608 .220 .647 .210 1.025 .233 94.5 26.5 142.3 29.9 3.75 .31 4.47 .36 

IV 61 30 .321 .107 .451 .121 .553 .121 43.2 11.4 5~.a lU .63 .13 .75 :13 
v 101 10 .418 .255 .505 .313 .636 .389 68.7 31.7 85.6 42.2 2.25 .38 2.30 .48 

VI 121 10 .419 .282 .580 .341 .727 .463 89.6 品1.1 95.6 61.3 2.∞ .69 2.19 .ω 
VII 131 20 .664 .237 .825 .277 1.105 .総3 108.4 33.3 147.2 37.5 晶.閃 .56 5.13 .5a 

VIII 141 20 .708 .292! .948 .383 1.171 .422 132.6 49.2 163.a 54.7 5.∞ .88 5.53 1.00 
IX 111 10 .282 イω9 .310 58.4 37.0j 69.3 42.9 .91 .38 .94 .47 
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第三表一

様 樹 測 幹 材 直 径 (寸〉 樹 高 枝下材長 郷冠宜径
Z地R 定 高 玉 高 ニ玉高 枝 下 〈尺〉 (尺〉 〈尺〉齢 本 根 JC 胸

番滋 4手
鍛

最大|最小 最大|制、 最大|最小 最大|最小 最大|最小本) 愚大最小 最大最小

I 11 10 2.0 1.0 1.3 .5 1.0 .4 一 一 8.0 3.0 一 一 一 一
11 1 5 2.3 1.4 1.時 l.l 1.3 .7 一 一 一 -1 10.0 6.3 一 一 一 一"、

III 2 5 4.1 2.9 3.6 2.1 3.1 1.8 一 3.1 1.6 18.0 15.0 7.6 6.8 10.0 6.( 

1Vl 21 2 4.6 3.1 3.3 2.1 3.0 一 一 一 2.5 2.2 19.0 15.0 10.0 5.9 8.0 7.( 

1V:a 31 2 6.C 5.3 4.3 3.6 3.8 3.4 一 3.2 2.7 21.0 21.0 11.0 lO.5 12.0 10.0 
V 21 19 4.0 2.1 2.7 1.5 2.6 1.4 一 一 2‘4 1.4 16.0 10.0 8.3 5.3 6.0 3.0 
VI s 5 4.9 3.6 3.6 2.4 3.2 2.2 一 一 3.6 2.0 19.0 13.0 8.0 7.0 15.0 6.0 
VII1 4 5 8.1 4.3 5.7 2.6 5.4 3.5 一 一 4.8 3.2 24.0 16.0 8.4 4.0 16.5 11.0 
VII2 6 5 9.0 6.1 6.4 4.1 6.1 3.7 一 一 6.0 3.4 26.0 17.0 8.6 7.0 17.5 13.0 
VlIs 11 51 10.0 9.0 6.4 5.8 6.1 5.1 一 6.0 5.1 33.0 25.0 8.5 7.2 17.0 13.C 
VIIh 41 5 5.7 4.4 4.5 3.2 4.1 2.9 一 一 3.9 2.9 26.0 21.0 8.2 6.7 15.0 11.C 
VIIJ2 61 9 7.8 5・5 6.0 (.3 5.8 4.0 一 一 5.8 3.9 27.【 24.0 10.5 5.2 21.0 11.f 
lX I 5 1.7 1.3 1.4 .8 .7 .2 一 一 -ー 7.2 4.5 一 一 一
X1 s B 4.7 3.9 3.3 2.6 3.0 2.5 一 一 2.7 2.1 20.0 17.0 9.1 7.1 9.0 7.f 
X2 61 7 7.7 6.2 5.0 4.3 4.5 3.E 一 一 4.3 3.7 25.0 18.0 13.0 7.5 14.5 12.C 
Xs E 2 8.4 7.8 5.9 5.9 5.7 5.4 一 一 5.4 5.4 26.0 25.0 9.6 8.7 18・5 16.~ 

X4 101 3 9.9 9.3 7.1 6.9 6.7 6.5 一 一 6.3 5.7 28.0 23.0 10.0 8.5 16.0 15.f 
XI 3 5 7.1 4.9 4.8 3.6 4.2 3.~ 一 一 3.8 3.0 23.0 20.0 9.0 7.0 13.0 12，( 
XIl 31 5 6.5 6.0 4.7 3.9 4.2 3.4 一 一 4.1 3.2 21.0 J7.0 8.3 6.8 14.0 9.5 
XIIIt 31 5 3.7 2.7 2.5 1.8 2.3 1.5 1.¥1 1.¥1 1.8 1.3 19.0 13.0 14.0 10.5 9.0 6.5 

玄1Hz 41 5 4.9 4.3 3.7 3.2 3.4 2.¥1 一 一 3.1 2.6 18.0 16.0 11.0 9.0 12.5 10.0 
XIVl 4 3 4.¥1 4.2 3.4 3.2 3.0 2.9 一 一 3.0 2.7 17.0 14.0 7.8 6.4 13.0 12.0 
XIVt 51 6 7.7 5.9 5.4 4.4 5.3 4.1 ー 一 5.3 3.8 21.0 17.0 9.0 5.5 19.5 14.0 
XV 91 10 8.7 7.2 6.2 4.9 6.0 晶.5 -ー 一 5.4 4.5 25.0 22.0 10.0 7.5 20.0 14.0 
XVI 151 3 11.0 8.5 7.1 6.1 7.5 5.E ー 一 7.2 5.6 34.0 町).0 10.5 10.0， 17.5 15.( 
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第三表

領 樹 1凪 胸高断面稜 材 稜 く石) 材 積 くオ〉 材 積 〈玉〉

準地
定
CR.2) 斡材 金材 幹材 金材

斡謝金材齢 本
番 ... 〈鍛本〉 最大|最小 最大|最小 最大|最小 最大|最小 駄|最小 最大 最大|最小様

I 11 10 .013 .∞6 ρ12 .001 .012 .001 1.0 一 1.0 一 一 一 一
11 1 5 .020 .∞9 .020 .005 .020 .005 2.0 一 2.0 一 一 一 一
III 2 5 .101 .034 .095 .030 .095 .030 10.0 3.0 10.0 3.0 .06 一 .06 

IV1 2 2 .伺5 .034 .097 .03岳 .097 .034 12.0 4.0 12.0 4.0 .15 .03 .15 .OS 

IV2 3 2 .145 .101 .218 .134 .218 .134 一 一 一 一 一 一 一
V 21 19 .057 .020 .061 .014 .061 .014 8.0 2.0 '3.0 2.0 .07 一 .07 一
VI 3 5 .10] .045 .σ70 .048 .070 .048 一 一 一 一 一 一 一 一
VII1 4 5 .255 .053 .279 .047 .185 .047 33.0 7.0 39.0 7.0 .56 .08 .64 .08 

VlIz 6 5 .321 .132 .348 .150 .463 .150 46.0 17.0 62.0 17.0 1.13 .15 1.31 .UI 

VIIS 11 5 .321 .264 .396 .335 .534 .335 45.0 33.0 66.0 33.0 .63 .56 .92 .63 

VllIJ. 4 5 .159 .080 .147 .075 .147 .075 20.0 9.0 20.0 9.0 .15 .07 .15 .07 

VIII2 6 9 .282 .145 .253 .126 .347 .17長 34.0 17.0 45.0 :;16.0 .50 .13 .59 .25 

IX 1 5 .014 一 .009 .00岳 .009 .004 ー 一 一 一 一 一 ー

X1 3 5 .085 ρ53 .089 .058 .089 .058 10.0 6.0 10.0 6.0 .07 .03 .07 .03 

X2 6 7 .196 .145 .272 .157 .272 .157 31.0 17.0 31.0 17.0 .31 .15 .37 .15 

Xs 8 2 .273 .273 .315 .300 .315 .300 44.0 39.0 44.0 39.0 .75 .63 .75 .63 

X.昼 10 3 .395 .373 .459 .392 .540 484 58.0 51.0 67.0 61.0 1.37 .63 1.50 .78 

XI 3 5 .180 .101 .197 .111 .197 .111 21.0 14.0 21.0 14.0 .28 .13 .28 .13 

XII 3 5 .173 .119 .172 .1量9 .172 .129 21.0 12.0 21.0 12.0 .19 .13 .19 .13 

XI1I1 3 5 .049 .025 .071 .031 .【171 .031 10.0 3.0 10.0 3.0 .03 .03 一
XIII2 4 5 .107 .咽O .128 .092 .128 .092 18.0 11.0 18.0 11.0 .20 .08 .20 .08 

XIVl 4 3 .090 .080 .091 .067 .091 .067 9.0 8.0 9.0 8.0 .07 .06 .07 .06 

XIVZ E 6 .229 .152 .236 .150 .249 .150 33.0 18.0 33.0 20.0 .&9 .15 .59 .1~ 

XV 91 10 .301 .188 .317 '213 .331 .213 43.0 25.0 44.0 25.0 .75 .31 .80 .3lJ 

XVI 15 8 .528 .292 .619 .358 .826 .467 88.0 49.0 108.り 70.0 3.25 .73 3.55 1.25 

上一一|
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第凶表ー

富|書
投下 盟|腕刊日間材長

くlJ!.) (尺〉 く尺〉 根元|陥|玉高|ニ高玉|枝下町民量) く尺〉幹材|釧幹材|酬 斡材|釧糊|鮒

初 代

1 6.5 一 1.7 1.1 .4 一 一 .010 3.8 1.231 1.231 .008 .鵬! .3 .3 一 一
2 12.6 一 2.4 1.7 1.4 一 一 .024 3.0 .761 .761 .023 .023 2.1 2.1 .OI .OI 
5 26.3 8.6 6.6 4.2 3.8 3.6 .140 9.1 .467 .513 .172 .189 18.3 20.8 .21 .2晶

6 24.5 8.2 7.0 4.5 4.1 3.9 .155 12.6 .切5 .580 .192 .220 20.6 24.7 .23 .28 

10 31.宮 8.9 9.6 6.5 6.1 一 5.8 .337 15.3 .373 .453 .392 .477 48.1 60.0 1.05 1.H 
11 32.2 15.4 7.8 5.4 5.0 4.2 4.:> .228 9.7 .486 .522 .357 .3邸 47.7 52.0 .65 .70 

12 31.7 9.8 9.4 6.7 6.3 6.6 6.3 .355 13.2 .377 .505 .42晶 .568 57.7 叡}.5 1.34 1.6S 

13 31.3 10.8 10.1 6.9 6.4 5.7 5.7 .377 12.0 .416 .502 .491 .592 60.9 76.2 1.39 1.57 

14 33.1 13.3 10.3 7.4 6.8 5.自 5.7 .437 14.6 .421 .495 .6回 .717 81.9 97.9 1.81 2.03 

15 31.5 u 14.5 8.9 9.0 一 9.0 .622 22.5 .406 .480 .795 .9tO 90ρ 108.8 3.38 3.76 

第 一 代一
7 ¥ 32.8/ 8.7\γ~恒ト6.2\ .354|吋355¥ .4521~121 .5251ベベ三33¥ー

第四表

枝下 平均斡材置怨〈寸〉 胸高 樹誼zzi材積回 材積(玉}

〈齢年)I( 尺) 
材長
根元|胸高|玉高|ニ玉高|枝下

麟面積 直後
幹材|金材幹材全材 幹材|金材t尺) (R.2j (尺〉

初 代

1 6.5 1.6 1.0 .5 一 一 .加自 -11.::146 1.346 .∞T .007 .3 .3 一
2 14.9 7.2 8.3 2.4 2.1 一 2.0 .046 5.5 .646 .646 .044 .0" 5.1 5.1 .02 .02 
3 18.2 8.8 4.8 3.3 3.0 2.7 .093 10.4 .530 .530 .102 .102 11.5 11.5 .10 .10 

4 18.8 7.9 5.1 3.7 3.4 一 3.3 .110 12.8 .5生4 .553 .112 .115 1S.7 14.C .15 .11 
5 19.2 7.3 6.f 4.9 4.6 4.6 .18~ 16.0 .530 .597 .187 .201 24.0 26.0 .31 .35 

6 24.2 8.1 7.1 5.1 4.7 4.6 .204 15.2 .4生4 .523 .211 .255 26.1 32.S .34 .41 

8 25.5 9.2 8.1 5.9 5.6 一 5.4 .273 17.5 .4岳2 .442 .筑)8 .:108 41.5 41.5 .69 .69 
9 23.4 8.9 7.7 56 5.2 5.0 .250 16.2 .459 488 .270 .285 35.5 37.‘ 53 .55 

10 26.3 9.2 9.5 6.6 一 6.1 .384 15.7 .420 '501 .42t .切6 55.7 63.0 1.08 1.1~ 

11 29.0 8.0 9.5 6. 5.8 5.7 .296 14.2 .長12 .483 .354 .435 41.0 53.自 .60 .76 

15 32.0 10.3 9.8 7. 6.8 6.5 .405 16.5 .3創3 .512 .切1 .662 72.7 94.7 2.21 2.凶

第 一 代一
-1 -1 .

014
1 -1
1.11州側叫 .6 
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第五表一

樹 樹 平均斡材置径〈寸J 胸~ 材 積(石〉 材 被〈オ〉 材 設〈玉〉
働 高 断面積
く.) 〈尺〉 根元|輔|玉高|コ瑚 枝下 (尺!) 幹材|枝材 金付 幹材|糊|会材 幹材 枝材 金材

1 3.2 8.3 一 一 一 一 .001 一 .001 一 一 一 一 一一
宮 9.0 1.77 1.09 .91 一 -1 .0093 .010 一 .010 .8 一 .8 一 一 一
3 14.2 2.24 1.61 1.46 .77 一.0204 .023 -1 .023 2.7 2.7 .01 一 .0 
4 19.2 2.84 2.03 1.97 1.42 .76 .0324 .047 一.047 6.6 一 6.6 .03 一 .0: 
5 19.2 4.11 2.79 2.68 1.99 1.20 .0611 .090 一 .090 12.7 -1 12.7 .09 一 .m 
6 19.2 5.13 3.46 3.26 2.49 1.71 .0940 .143 ー .143 20.1 -1 20.1 .18 .H 
7 19.2 5.59 3.74 3.52 2.82 2.04 .1099 .174 一 .174 24.1 -124.1 .22 一 .2~ 

8 19.2 6.ω 4.23 3.95 3.19 2.50 1.405 .228 -1 .228 32.5 -1 32.5 .31 一 .3 
9 19.2 7.68 4.81 U3  3.53 2.79 .1817 .287 一 .287 39.5 -1 39.5 .14 .44 

10 2U  8.17 5.14 4.77 3.77 S畑 .笈)75 .325 .007 .332 47.1 .81 47.9 .50 一 .5(] 
11 32.6 8.70 5.52 5.13 4.13 3.48 .2393 .378 .030 .408 56.1 4.1 回.2 .88 .01 .8S 

12 33.41 9，鈎 5.加 5.56 4.54 3.95 .2734 .44~ .056 .~01 G7.6 8.0 75.6 .88 .06 .94 

13 34.0 10.16 6.27 5.90 4.93 4.27 .3088 .512 .069 .581 77.3 10.1 87.4 1.00 .08 1.0~ 

除付13 34.0 10.44 6.48 6.10 5.16 4.41> .3298 .550 .076 .626 84.5 11.0 95.5 1.75 .13 1.8E 

第五表

樹 樹 平均幹材置偉く寸〉

胸断{尺面量高積} 

材積(石〉 材積〈オ〉 材積(玉〉
齢 高

根元|胸高|玉高|ニ玉高校下 糊|枝材|金材(年〉 〈尺〉 幹材|枝材会材 特材枝材会材

1 4.3 1.67 一 一 一 一 一 .∞5 一 .005 一 一 一 一 一 一
2 9.8. 1.89 1.09 .90 一 一.0093 .011 -1 .011 .8 一 .舟 一 一 一
3 14.7 2.36 1.60 1.37 .78 .0201 .022 一 .022 2.6 一 2.1l .01 一 .01 
4 18.2 2.73 1.89 1.74 1.45 一.0281 .041 一 .0品1 5.1 5.1 .02 一 .02 
5 19.2 3.74 2.40 2.19 1.7S .47 .0452 .063 一 .063 8.3 一 8.3 .04 一 .04 
6 19.2 4.96 2.98 2.78 2.22 .74 .0697 .101 一 .101 13.3 -1 13.3 .09 一 .09 
7 19.2 5.50 3.31 3.11 2.53 1.('8 .0892 .123 一.129 17.6 -1 17.6 .19 一 .19 
8 19.2 6.68 4.04 3.74. 3.05 1.54 .1282 .191 一 .191 25.5 -1 25.5 .27 一 .27 
9 19.2 7.78 4.75 4.40 3.62 2，04 .1772 .269 .269 36.3 -1 36.3 .41 一 .41 
10 19.2 8.69 5.4.0 5.09 4.17 2.67 .2290 .353 一 .353 切.9 切.9 .81 一 .81 
11 28.5 9.46 5.97 5.65 4.71 3.47 .2799 .4.4.6 .013 .459 66.7 1.4 C8.1 .88 一 .88 
12 30.2 10.63 6.75 6.39 5.43 4.19 .3578 .582 .037 .619 87.7 3.6 91.3 1.75 .03 1.78 

13 3l.4 11.50 7.36 7.04. 5.91 4.71 .4254 .676 .059 .735 105.9 6.3 112.2 2.75 .06 宮.81

皮付13 31.4 11.84 7.63 7.25 6.17 4.93 .4572 .747 .061 .808 115.7 (l.8 122.5 3.25 .06 3.31 
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第五衰ー

樹 霊 平日材直径同情 材質(石〉 材積〈オ〉 材費〈玉〉
齢

ω 根元|胸高|玉高|二玉高|投下 幹材|枝材|金材 幹材|樹|鮒く&j!.)

1 5.2 1.29 .75 一 一 一.0.υ必 .004 一.∞4 一 一 一 一 一 一

2 1U  2.37 1.59 1.40. .¥Jo. .0.199 .0.22 一 .022 1.9 一 1.9 .0.1 一 .0.1 

3 12.嘩 4.10. 2.70. 2.19 一 1.49 .0.573 .0.60. 一.0.ω 4.8 4.8 .0.3 一 .o.~ 

4 12.4 5.94 3.66 3.0.7 一 2.25 .10.52 .116 一 .116 9.0. 一 9.0. .15 一

5 23.2 7.93 4.81 4.25 一 3.76 .1817 .217 .0.13 .230 宮1.0. 1.2 22.2 .36 

6 31.8 9.48 5.64 5.0.6 一 4.93 .2498 .314 .0.58 .372 34.4 6.5 40..9 .72 .0.3 

7 36.3 10..34 6.17 5.66 一 5.59 .2990 .384 .125 .町)9 47.9 15.4 63.3 .拘 .16 

皮付7 36.3 10..61 6.37 5.82 一 5.82 .3187 .40.8 .134 .542 53.0. 16.7 ω.7 .開 .16 

第五表四

I (~) I 平均斡材産怨叩 糊 材積(右〉 材積〈オ〉 材積〈玉)

得〉∞根元|胸高玉高|二五高校下付) 斡材|技材|金材 附|枝材会材 幹材|樹|金材

1 4.3 1.16 .76 一 一 一.∞4E .003 一.0.0.3 一 一 一 一

2 9.7 1.90. 1.40. 1.18 一 .86 .0.154 .0.13 一.0.13 1.7 一 1.7 一 一 一

3 9.7 2.36 1.98 1.44 一 1ρ6 .o:ms .0.22 一.0.22 2.4 一 2.4 .0.1 一 .0.1 

4 9.7 3.36 2.邸】 2.0.4 一 1.74 .U"91 .042 一.0.'2 5.1 一 5.1 .0.3 一 .0.3 

5 16.4 4・72 2.81 2.7! 2.6U .0.651 .0.72 一.0.72 10..4 -1 10..4 .0.8 一 .01 

6 21.1 5.92 3.9( 3.3! 一 2.98 .1232 .117 .004 .121 15.0. .31 15.3 .15 .U 

7 21.5 6.72 4.60. 3.9~ 4.40. .1662 .135 .027 .162 24.岳 2.5 26.9 .18 .0.1 .19. 

8 21.9 7.4M 5.12 4.4e 4.92 .2059 .20.~ .0.51 .253 29.3 5.5 34.8 .34 .06 .40. 

9 5.44 生.72 5.18 .2324 .231 .0.60. .291 31.1 6.9 38.0. .34 .06 .40 

Z主付9 23.0.1 8.52 5.6品 生.9C 5.36 .2498 .宮51 .0.65 .316 34.9 7.5 必.4 .3~ .0.6 .4Q 
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第七節 生長径路作成法

其ー材積生長ノ場合

(ー)一樹ノ場合

桐林ノ理想的経管ヲ行ヒ其牧入ヲ議定セントスノV揚合ユ J、必先其地

ニ於ケ y 桐林ノ生長関係ヲ如ラザ )Vペカラズ然 9而ジア前節第四表一

万至ニュ掲グ )V卒均結果 J、第四節ユ説明セノV虫日夕朕況各異ナ )V標準地

ヨタ採取ジタ Y材料ヲ以ア夫ベト算出平均シタノν数値ナ V ~'\.其橿直ニ各

年生同一候件ノ下ユ生育ジタ Y 桐樹ニ費ス Y モノト云フヲ得ズ故ユ最

賓ラジキ平均数値ヲ得ントセバ立地取扱等ノ関係ヲ考察ジア多少修正

スy ノ要ア 9 トス

思フ品立地関係ト造林撫育ノ方法如何トユヨ 9生長関係ニ格段ノ相

違ア )V桐林ユ劉 γ最善ナノV 生長調査ノ方法 J、

1)各立地ニ就キ取援法ノ異 y ュ従ヒ植栽綾連年或 J、隔年ユ其生長股

況ヲ調査ス JVユ在 9 ト雄斯クノ如:!iE'-"，甚繁雑ユ V ア且少ク宅一輪伐期

ノ長年月ヲ要ス )Vヨト叉試験地ヲ得JVヨト困難ナ JV事情ア 9故ユ

2)立地ト取扱法トヲ精査三/各別ユ標準木ヲ選定 v樹幹折解ヲ行ヒ以

ア既往ノ生長径路ヲ如 y ヲ比較的簡便トス此法 J、精精密ナ Y 結果ヲ得

ペジト蜂標準木ガ呆ジア異ノ卒均賦態ユ於ケ JV生長ヲ示スヤ否ャ不明

ナノV コト針葉樹ト異 9澗葉樹殊ユ桐樹ユ在タテ J、樹形不規則ナノV ず故

ニ樹幹折解ニ困難ナ)'ノ事情ア )Vヨト債格ノ閥係上老大ナノV標準木ヲ

得 y ノ困難ナ y コト等ノ敏黙ア 9故ユ

3)立地遣林撫育法ノ殆 1:同ート認メラ JV)V各樹齢ノ林木存在セノV 場

合ユ於ア各齢階毎=多数ノ林木ニ就キア各種ノ生長因子ヲ測定ジ之グ

卒均ヲ採 9以ア賞該樹齢ユ劃ス )V生長関係トジア表示セバ最簡便タ Y

ヲ失 ρ ズ然 ν ド屯此場合各齢階ニ劃ス y 調査本敷山極メア多童文ナ Y ヲ

要ス然ラず V J'"誤差ヲ生ズ )Vヨト大ナ Y ぺキユヨ 9必中庸ユ生長セノV

モノヲ選定ス y ヲ要ス而ジア此方法 J、最簡草ナ )Vヌf如キ毛絶罰的=立



a品

〈鑓〉

地遺林撫育法等ノ同一ナ Y各種齢階ノ桐林ヲ得 JVヨト困難ナ Y 事情ア

ヲ

本調査=於ア J、元ヨタ時日ノ短少す"JVダ錦第三法ヲ採用事〆夏=精密

ヲ期ス Y ガ錦第二法ヲ加味シ各地一本万至二本ノ樹幹折解ヲ行ヒ彼是

相比較 V7其生長径路ヲ査定 γ万違算ナキヲ期セタ

今少事/グ細詑セ νュ

桐樹ノ如キ J、用途極メア集約 =ν ア而毛慣格高貴ナ Y ガ故=比較的

低廉ナ y他掛種ノ林木ヨfー圏ノ林舟ヲナストキ初メア取引セ ~JVJV ヲ

普通トス/"'":.反 V之品在 97" ~、ー木孤立ノ場合ト蜂其軍慣 J、一圃ノ林

局、ヲナス場合ノ夫・ト大差ナグ且其生長径路 J、人工ユヨヲア著タ左右セ

ラy 、所ナ v.".他樹種ノ場合ョ 9:t:軍木=於ヶ y 生長関係ヲ知悉ス y

z ト必要ナ JVノミナラズ立地作業法ノ各異ナ y品従ヒ一一之ヲ匝別 v

7'業生長般態ヲ聞明ス JV~，最正常旦緊要トス y所テ 9 然 v ド宅材料僅

少ナ Y ガ貸主主:::.~、其金部ヲ平均~，.之ヲ算出セ 9

即先前記ノ樹高，胸高直樫駒高断面積，材積(幹材反金材}及胸高形重量(幹材

友会材)ヲ夫今年齢ノ函鍛トジア圃示 v之ヲ年齢願ユ蓮結ジア平均続態

ヲ示ス所ノ卒滑ナ P 曲線ヲ描キ葉形朕 J、大体樹幹折解ヲ行ヒタ Y 桐樹

ノ生長径路ト同一ナ fV如ク之ヲ作成セヲ衣=公式

V=g4.3・h.f. 但 V:材積 h:金高

g4.3 :胸高断面積 f:胸高形教

昌吉 9常ニ此関係ヲ維持 V 而:E:前記傑件=趨合ス JV全日夕修正 v困 9，. 

得タ JV各年齢ノ胸高断面積ヨヲ夫 φ胸高車径ヲ見出 V之=直径落ノ係

撤(附錬第二節差是照)ヲ乗~各年齢=於ケノV根元，玉高，枝下ノ各直径ヲ見出

事〆之子調査成麓エヨ y 根元，玉高，枝下ノ各車種トヲ参酌シ修正決定セ，

但枝下材長 J、北海道ユ於ヶ JV平均鍛鑑ヲ採 9九尺二寸 Fス(附録第一節

牽照)

*..::.斯グシア求メタ y 根元，宝高，枝下各直径ヨタ夫+該営園面積ヲ算

出~ Sma1ian公式ヲ用ヒア材積ヲ許算事/前記国土=於ア平均セ JV材積ト



<9(5) 

同一トナ y ャ否ヤヲ検 ν不合理ノ勲 ρ 之ヲ修正セ 9

以上ノ如クジアー木ノ樹高及胸高，玉高，根元，枝下ノ各直径，胸高断面積，

胸高形教，材積(石軍位)及枝下材長等ノ平均斌態ユ於ケ JV生長径路ヲ作成

v得タ 9

実ユ才及玉車位ノ材積 J、前記各年齢品於ケ )V賓測平均ノ披値ヲ年齢

ノ函戴ト V ア圃示 v之 z 修正セ P 玉高直径ョ 9算出セ y 才教及玉裁ヲ

:e年齢ノ面撤トif':テ園示 ν圃上卒均セ JV:eノヲ以ア平均股詣=於ヶ y

才及玉軍位材積ノ生長径路トナセ 9備枝材トノ聞係 J、上記ノ方法品書

9其大体ヲ知ヲ得Y 毛亦前出石ノ場合=於ケ )V比ヲモ奉酌ジア決定 v

タ 9才及玉車位材積ノ生長径路作成品賞 y~蹄クノ如.キ方法ヲ採用セ JV

ヲ以ア石草位ノ場合品比 ν精密度鞘低キ屯他.::.良法ナキヲ以ア又巳ム

ヲ得ずy 事ナ 9 トメ

以上主、苗木仕立ノ初代=於ケ y 閥係ナ v ド..:桐掛川多タ伐採綾棋棒

ヨ9ノ萌芽ヲ以ア第二代ノ桐林ヲ仕立 "7JV毛ノナ V 〆此蔦芽時代品於

ケY 桐樹ノ生長径路ヲ知JVヨト又極メア必要ナ 9備之品崩事〆ア J、根株

ノ老幼昌司 9萌芽及生長カ品消長ア y ヨト明ナ V バー一之ヲ直別 ν ア

槍ズ y ヲ正賞トス JV:e裁品得タ Y 材料J、初代桐樹ヲ一二年前犠ユ於ア

伐採ジタ JV根株ヨ 9萌芽セ y 一例ノミ故.::.本丈=漣プy 第二代桐樹ノ

生長径路 J、初代一二年生ナノV ヲ前提トス

此場合ユ於ヶ y 成績 J、只余市地方ノ桐林中七年生ノ毛ノ並調山地方

ノ一年生ノ屯ノアノVι 過ギザ νバ未ダ意品漏タザy 勲集キ品アフず y

"t:七年生桐樹中樹幹折解ヲ行ヒタ )V":ノノ生長径路ヲ基礎ト V ア之ヲ

作成セ 9即七年生桐樹ノ平均ノ樹高，根元，胸高，玉高及技下ノ各直径，胸高

断面積，胸高形数，石，才，玉各車位ノ材積ヲ年齢函歓トジア圃示 v七年迄ノ

生長径路 J、樹幹折解成績品比例ジア之ヲ作成事〆常ュ V=g.ω・h.f.ナy 聞

係ヲ保持ス y 如グ之ヲ修正セタ

但才及玉草位材積曲線ノ数値 J、樹幹折解成績ヲ修正 V之品初代品於

ヶy 才及玉単位材積曲線ノ形朕ヲ毛奉酌決定 V タ 9



(97) 

(=)ー林ノ場合

一林ノ生長関係ヲ査定スノνユJ、上記一樹ノ場合=於ケ Y ト同ジク普

通各立地=就キ各異林齢ノ林好品於ア其法正ノ生長ヲナセ Y 毛ノユ就

キ数反歩ノ標準地ヲ採 9各生長因子ヲ測定 v之ヲ車位面積=改算 V ア

株齢願=排列 vl快如セ }V部 J、補間接ユヨタア之ヲ禰ヒ以ア夫4-ー林ノ

生長賦態ヲ表示ス }Vカ或 J、又以上ノ標準地中 Draudt，Urich乃至 Hartig等

ノ方法ニヨ 9二，三ノ標準ホヲ選定伐採 V樹幹折解ヲ行ヒ榎草木ノ生長

獄強ヲ釦 9之ヨタジアー林ノ生長関係ヲ算出 v得ペジ

国ョ 9最完全ナ JV..T、一樹ノ場合=於ゲ Y ト同ジク同一株主トヲ幼時ヨ

9蓮年叉 J、隔年=其生長因子ヲ測定見 Y 品在 9 ト蜂鶏クノ如キ J、俄品

望ムペカラズ而ジア既述ノ如グ用途集約慣格高貴ナ}'"桐材殊品人工品

ヨ9ア著ク其生長関係ノ左右セラ JVJV毛ノユ在 9ア J、寧宮前記ー木ノ

平均妹態=於ケ JV生長関係ユ車位面積内=存立主/得ペキ各齢階所属本

数ヲ乗ジ以7'ー林ノ生長関係ヲ表示ス Y ヲ最適嘗ト信ズ故品本研究品

於ア J、前記ノ如ク V 7'算出雲/タ }V数値ヲ基礎ト V 之 ι 多少ノ修正ヲ加

へア査定セタ

まま=一言セザ )Vペカラザ}'"..T、各齢階所属車位面積ユ於ケ Y 本数ノ決

定法タ 9

本調査品於ア J、反賞植栽本数並間伐ノ歩合 J、所謂 1]、出法ユヨ 9ー木

ノ有ス JV樹冠ノ大サヲ基準ト V ア之ヲ算定ジタヲ蓋桐樹 J、陽性最強グ

些少ノ被蔭ヲ.'f:雄・フ所ナ F ガ故ユ斯クノ如キ方法ユヨ y7'算出ス y ヲ

最合理的ト認ム v...，.ナ 9即ー木ノ樹冠直径ヲー遁トス JV.IE方形ノ面積

ヲ其占領面積ト偲定 V 之ヲ以7'一反歩ノ面積ヲ除 ν以ア植栽本敷ヲ算

出ス y 所=ジア各異ノ齢階ユ相官ス }V各異ノ本数ア 9故ユ叉間伐J、各

齢階所属本数ヲ維持 .7-JV程度ュ行 J、ず y ペカラズ而 V ア間伐開始ノ年

度 J、利用上並経済上ノ見地ヨタジア玉高車径三寸=相官ス P 年齢ノ時

トナセタ故ニ鴛初ノ植栽本数 J、間伐開始ノ際ュ於ヶ JV本富士ト岡ートナ

スヲ最経済的トス



〈拘〉

今樹冠按逢ノ関係ヨ 9各齢階所属反蛍本数ヲ算出セバ究ノ如 V但株

齢 J、裏切後ノ毛ノトス

林齢(年)
1 ¥ 2 1_3 1 4 I 5 ¥ 6 i 7 I 8 ¥ 0 ¥10 111 112 113 114 i ~ 

ーホノ樹t尺冠〉
直径

u 6.2 9.3 11.7 13.4 16.6 17.31 17.8 19.6 19.0 

面一積木ノ白〈尺書勺買 16.flt 38.H ð6.4~ 138.89 119開 ~.o ‘- 276.66 2明.liiI316制 E刷.16 396.01 

反省本質(本〉 642 280 124 78 60 43 30 36¥ 34 28 27 

」一

而ジア貫験上一木ノ玉高直径グ三寸以上トテ JVユ J、平均上五ヶ年

ヲ要ス Jν所ナ JVガ故=今第五年ヲ以ア間伐開始ノ年度トス νバ此場合

ユ於ケ JV 常初ノ植栽本叡 J、六 O 本テ JV ペシ而シア五年生ユ於 7~、反常

本数六O本ユジア敢ア間伐ノ要ナジト!Mt六年生ユ至 ν バ反宮本数回九

本=減ス即満五年万至満六年生ノ問ュ於ア一一本ヲ間伐セザ JVペカラ

ズ然yι 伐採 J、秋末ヲ便トス Y ヌf故ユ I積五年生ノ秋季落葉後間伐ヲ施

行ス Y ヨトトセヲ六年生以後ノ間伐関係モ之ユ準ズ即上表=ョタア間

伐本散ヲ算出-te.". 

林働側 -)5)-6

反制使柑(本)! 4 
8 I911o  ~I 可~;-I ~4 I 15 

~I 2¥ 2¥-'-fつ1 1¥ 11-1 
攻ユ第二代萌芽ユヨ JV桐株ユ在ヲテ J、頑芽ノ常初ュ於ケ JV反宮本数

J、初代植付ノ場合ト同一ナノνペキナ 9而ジア各林齢ユ該常ス y 本敏二

就キア J、初代ユ於ケノレヌf知ク樹冠発達ノ関係ヨタ算定セザy ペカラズ

然 ν ド毛之ユ在タア J、賞測量主催トジア只七年生樹冠直径ヲ有ス JV'::'過

ギザ V .1，.之ヲ基礎トジ初代=於ケ Y 樹冠ノ接蓬径跨ヲ書簡ジア算出ジ

タ 9従ヒア第二代桐林ノ各年生所属本敏 J、夫令所属ー木ノ占領面積ヲ

以ア一反歩面積ヲ除ジテ求メタ Y モノトス即衣表ノ如 v

但林齢 J、萌芽稜ノ毛ノトス



林

ーホノ樹冠直径C尺〉

ー木ノ占領面積〈尺2)

民営本殿C本〉

1 2 3 

〈鈎〉

4 5 6 7 8 

初代=於ヶ y ト同様ノ事由ユヨヲ上表=基キ間伐本数ヲ算出セバ

林齢〈年)I 

民営問伐柑ゆ)I 

4 

3 

5 6 

9 6 

其=金員生長ノ場合

7 8 

5 3 

設=編成セシトス Y 金員生長ノ径路 J、前記材積生長ノ径路ヲ基礎ト

シー玉ノ債格ヲ 9之ヲ作成セ 9玉債 J、時ユヨ 9所品ヨ 9常=麓動ア 9

今大正八年末乃至大正九年初頭ュ於グ Y 余市，忍路並編山地方品於ヶ y

桐材一玉ノ平均相場ヲ掲グ vバ究ノ如 V

場 所 備 考

余市町大字番部砥有樹林 大正八年春

Kl. 路 村な有樹林 大正八年秋

踊 山 町〈下駄商〉 犬 E九年春 8-

麗 山 町署L有桐休 大正九年春 標本ト Vテ本拳=於テ購入

以上ヨ 9察ス V""，¥9桐材並物ー玉ノ平均相場 J、大正八年末万至大正九

年=亙 9北海道余市並稲山地方ニ於テ入国乃至ーO周ト見 Y ヲ至営ト

メペジ

次ユ桐材玉慣 J、普通玉径六寸ノ場合=於ヶ y 慣格ヲ示事/玉径ノ之ヨ

タ上下ス Y ニ従ヒ費動ア 9即直径小ナ JY毛ノ J、玉債高ク直径大ナ )V=e: 

ノJ、玉債小ナ 9其割合 J、各地各異ト云フペキ毛今北海道=於ケ Y経験

深キ桐商ノ設ニ擦 9標準玉債ヲー O図ト般定ス V J'¥.大体ユ於ア次表ユ

示スヌf如キ関係ナ 9
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一本ノ{買格(掴)

ーま賞償格{薗)

出土

但上表ノ数値 J、車=玉債-()園ノ場合ユ於ケ JV玉上玉.下ノ玉債ノ割

合ヲ示セ Jν一例ユ過ザズ

金員生長径路ノ作成=際 νア J、一樹ー林ノ何 νヲ関川ズ東京以北各

地ノ取引上最普通ナ Y 玉車位ヲ選定 ν一例トジア玉慣五国ノ場合ヲ採

用ジ前記材積生長ヲ基礎トジ各年齢=於ヶ JV金員生長径路ヲ作成セ 9

但材積 J、附録第三節ユヨ 9凡ア ll)皮ノ場合ユ換算事〆タ Y 数値ト九

主林木債額 J、幹枝繭玉~ .::. ~j ス Y合計ユ V ア幹玉枝玉何 V 毛夫令所属

末口車径相官ノ相場ヲ採用セ 9主主ユ一言附記セザ Y ペカラザJV~，枝材

ノ件ナ 9技材 J、普通材長六尺四寸ヲ有ス y 場合極メア少ク多ク，、其鵡

数ナ Y ヌf故=利用上用途ノ限局セラ JVJV'::'聖母 ν採集費比較的大ナ V バ

普通材長ノ揚合ト同一車慣トナス川柳穏常ヲ訣クノ嫌ア 9 ト雄本調査

a 於ア J、材長ニ尺以上ノ毛ノ J、凡ア寸位迄賓測 ν 玉設計算ユ際 y~~、

既述ノ虫日夕長サ八寸ヲ基礎トジ其以上 J、業倍散ヲ採 }Vヲ常トス Y ヌf故

品質測材長八寸未満ノ都卦 J、常ニ省略セラ JVJV所ナ 9例へバ賓測材長

二尺ヲ有ス Y毛ノ毛玉敷計算=際ジア J、ー尺六寸ト V ア取扱，、 ν其差

額四寸 J、省略セラ JVJV jl虫11Y而毛賓地ユ於ア此省略セラ }V}V部砂川憲

棄セラ JV}Vヨトナク常ニ集約ユ使用セラ JVJV事由ア Y ガ故ユ一般ユ材

長ヌf所謂端尺物ユナ 9易キ枝材ノ玉.慣ヲ同一末日直径材長六尺四寸ヲ

有スノV 場合ノ車慣ト同ート看倣スモ敢ア大ナ JV不都合ナジトス

副林水債額 J、枝玉ヲ控除ジア之ヲ算出セ 9但其玉債 ρ 同一末口直径

ヲ有ス Y 主林木玉債ト同ートナセ 9是本文ニ湛プノレ副林木川普通林ノ

揚合ノ虫日夕強度ノ被歴ヲ受ケタ}1-'ニアラザ V バ品質 J、主林木ノ夫ト大

差ナシ只枝僚接達比較的完杢ナラザy ヲ異'J 1・ス }Vノミ従ヒア安全ヲ

計，ァ枝豆.ヲ算入セズ
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第八節 生長径路作成ノ結果

前節所述ノ方法ニヨ 9第六節ニ奥へタ IV童文的材料ヲ虞麗 V 因 9ア得

タy 結果ヲ列奉セバ第六表万至第七表ユ示スヌf在日ジ但ー林品費ス y 生

長数値 J、材積及金員共=ー木ユ艶ス y 数債ョ 9誘導ジタ JVコト勿論ナ

9 ト臨時=生長曲線ノ走行朕況ヲ較鵡ジテ多少修正 V タ y 黙ァ，トス

今此等諸表ニ掲グタ IV数値ニ基キ各種生長量及生長径路ノ概要ヲ叙

説スベジ元来此種ノ研究 J、供試材料愈多ク調査齢階愈多キユ従ヒ益信

ズペキ結果ヲ奥 7JV所ナ 9然 JVユ吾人ヌf弦 ι 採用ジタ JV材料J、合計三

七二本ヲ算スノV モ未グ以ア多ジトセズ加フ JV'::'何 V 毛幼齢 .::.Vア漸グ

初代=於ア一五年第二代ユ於ア八年ヲ数フ IVユ過ギズ斯ク r如キ材料

ヨ9得タ JV結果 J、叉到底不充牙タ JVヲ見 vズ備他日ヨ，以上ノ材料ヲ

蒐集ジ可能的多数齢階ノ生長径路ヲ閤明 v以ア之ヲ支配ス y 方程式ヲ

具体的=決定ス W ノ要ア 9 トス夫ユ毛拘 J、ラズ主主ユ之ヲ接表ス Y 毛ノ

J、金ク枇曾ノ之ニ劃ス )V要望甚切ナ Y 毛ノア JVjl錦ノミ

其ー材積生長ノ場合

第六表一万至三ノ戴債 J、一樹ー林ユ劃ス IV材積因子及材積生長ノ径

路ヲ明示二え其内第六表ー乃至ニ J、一樹ュ劃ス y 結果ユジア今其最緊要

ナY 直径(寸車位)樹高(尺車位)及材積(石草位)ノ生長径路ニ就キア摘遮セン

(一)一樹ノ場合 初代ニ在 9ア J、一般=苗木ヲ以ア仕立ツ Y 毛ノナ

9 ト錐普通植栽後一雨年間ニ於ア多ク壷切ヲ行フガ故=尚一種ノ茄芽

仕立=外ナラズ従ヒア貫生樹ノ場合ト異 9所謂幼齢時代 (Jugendstadium)

ナノν毛ノナク常初ヨ P稜育旺盛品ジア各種ノ生長モ貫生樹ノ夫ヨ 9遺

品多ク生長曲線ノ走行毛急激ナ y 麓動ヲナス而ジア其走行朕況 J、骨ア

R. Weber ガ普通賞生林水ニツキア論究セシ如ク何 V モ大略樹齢ノ函数

トシア表出シ得JVガ如シ只此場合ユ J、所謂幼齢時代ナ IV毛ノナキヲ異

9 トスノν ノミ

先直径曲線ノ場合ヲ按ズ IVュ胸高及玉高共=相似ノ径路ヲ示ジ何 v
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宅一種ノ拠物線形ヲ呈 V大約賓駿式

d=ax~ 

=準ズy麓動ヲ錦ス但 d=所要直径，x=樹齢， a=賓験上定ムペキ常叡トス

究=樹高曲線ノ場合ヲ頑 JVニ其径路精復雑ナ 9 ト雄叉樹齢ノ函童文 F

V.テ表示 v得ペシ即約

h=kl(lーす)
ナJV式ユ従ヒア費動ス1"毛ノト看{故 v得ペジ但 h=所要樹高 x=樹齢，

81' k1 =賓験上定ムベキ寂鑑トス

叉材積曲線ノ径路 ρ 一種ノ指数級数ノ法則ニ準接ジ ア走行$1粗公式

m=a~-l 

ヲ以ア支配ジ得 Y ヌf如ジ但 m=所要材積，x=樹齢， a2=賓験上定ムペキ数

値トス

最後ユ材積ノ逗年友平均ノ爾生長ユ関ジア J、何等特述スペキヨトチ

V 只普通林ノ場合=於ケ y 如ク蓮年生長ガ平均生長ョ 9毛多大ノ増量

ヲ!ユア準行シ此雨曲線ヌf未グ交叉ス JV=-至ラザ JVノミ

第二代ニ於ア川純然タ y 荊芽樹ナ V ，J>¥.根株ノ生長力 J、初代ニ比$17

一層強盛ニジア各種ノ生長 J、初代ノ夫ヨ 9宅建ニ多量ナ 9

試ニ第八年生ノ揚合ヲ採 9ア相Eヲ比較スノV ニ直径及樹高ュ於7"一

倍三好以上材積品於 7約二倍=相官ス y ヲ見 y 従ヒア各種生長曲線ノ

経路毛亦一層念激ナ y 襲動ヲナ νア向上ス Y 所ナ 9

(=)ー林(反嘗桐林)ノ場合 先本政曲線=就キア説明スペジ初代ノ場

合ニ於ア嘗初一反歩ニ劃 v植栽 V 得ベキ本数 J、既ニ第七節ユ於ア記述

セジ如ク樹冠ノ大サヲ基準トジア算出ス v ~...六。 O 本以上ユ逢スペジ

今期クノ如キ多数ノ苗木ヲ植栽ス v ，....桐樹 J、接育迅速ナ Y 毛ノナ Y ガ

故ェニ，三年ヲ出デズジア間伐ヲ要ス )Vユ至 Y ペジ然 JV=-此時代品於ケ

y 間伐木，、未ダ経済的憤値ヲ有セズ徒ユ除計ノ造林費ト間伐費トヲ要

ス )Vノミ然ラバ寧冒其経済的慣値ヲ接現スノv時代迄疎植ス Y 品如カズ

吾人ノ研究ユ操v..........此経済的慣値ノ費生ス )V犬サ J、先玉高直径三寸(無
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皮)位ユ達ス JV，，" ノヲ以ア最低限ト見 JVヲ至常トス而 V ア此最低限=建

スY年次 J、林齢四万至五年ユ在 9此時代一反歩ノ上品成立ス JV本数，、

六 O本ナ 9然ラバ最初ョ 9一反歩ユ劃 v六 O本ヲ植栽 v空地 =ρ 遁嘗

ノ下作ヲ行フヲ最善トスノV所ナ 9故=吾人 J、設=此方針ヲ採 9一反歩

ノ植栽本数ヲ六O本ト定メ初代ノ場合ユ J、最初五年間第二代ノ場合品

川四年間其偉::.据へ置キ前者 J、満五年ノ鯵ヨ 9稜者 F 満四年ノ鯵ョタ

間伐ヲ開始スノV コトトセ 9

今第六表三=就キ本童文誠少ノ献況ヲ検スノV ユ間伐開始以綾 J、大略賓

験式
60 

D下+而手
品従ヒテ費動ス JVヌf如 V 但 n=所要本数，a=林齢， i=間伐開始年度， 83=賓

験上算定スベキ常数トス

第二代=於グ JV本童文誠少ノ径路毛亦芝ニ類ス只生長一層速ナノV ヲ以

ア襲動会、ナノV ヲ異 9 トスノV ノミ

次ユ材積曲線ノ径路ヲ通規ス JVユ初代=在 9ア ρ 間伐開始年度迄 J、

精凹曲的(konkav)ナノV モ其綾 J、直線的=走行事/ア向上 V第一四年生時代

ヨ9精凸曲的(konv位)ナラントス Y 傾向ヲ呈ス粗賓駿式

M=k.2(1ーす)
品近キ襲動ヲ錦ス但 M=所要材積，a=林齢， k2，84=賓験上求ムペキ数値

トス

第二代品在 9アモ曲線ノ走行扶況 J、大約初代ニ於ケ JVト同様ナ v 1'-

モ生長一層蓮ナ JVト齢階少キトエヨ 9未ダ凸曲的形勢ヲ示スユ歪ラザ

JVノミ

最後ユ材積ノ連年及平均ノ爾生長ユ就キア一言スペ V 此南者ノ闘係

F 普通林ユ於ゲノV ト精異，初代ニ在 9j' ..T、造林常初ヨ 9間伐開始年度

ニ至 JV迄蓮年生長 J、平均生長ョ，多額ナ JV毛間伐開始年度=於ア一旦

前者 J、綾者ヨ 9低下ジ綾漸究ユ増進 v数年間南者殆 1'+同一額ヲ保有 V
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ア進行 ν隷=再後者ョ 9低下スノV 所ナ 9斯クノ如ク聯異様ノ径路ヲ示

ス毛ノ J、葦一反歩ノ桐林 ι 事}ス )V材積生長量 J、齢階所属桐樹平均一本

ノ材積生長量ト所周本数トノ相乗積ユ V ア而ジア齢階所属本敷 h 何等

ノ障碍無ク自由品積達メノV 樹冠ノ大サヲ基準トシア算定 v之ユヨ，ァ

又間伐本数ヲ決定ス )V所ナ )Vヲ以テ念速=減少ス )Vユ劃 v各樹ノ材積

生長 J、之=比例 V ア士宮、進セズ比較的少量ナ Y ノ事由品基クヨトト解 v

得ベジ倫詳細 ρ 第六表三ユ就キア看 )Vペジ

其=金員生長ノ場合

第七表-.T、一樹ノ金員生長量ヲ示ジ第七表二 J、ー林(反常)ノ金員生長

額ヲ掲グ之ニ接 νバ金員生長ノ径路 J、一樹ー林ノ何 v ヲ関川ス・初代=

在 9ア J、最初一雨年間直線的ユ士宮昇 V 後四曲的形賦ヲ以ア進行 ν第一

四年生頃ヨ 9凸曲的形勢=鑓移セントス )V傾向ヲ呈ス精一抹ノ材積生

長ノ径路ユ近キ襲化ヲ錦スヌf如キモ未グ獄事的=決定ス )V品至ラズ第

二代=於ケノV 生長径路毛略之品類似ス只生長一層迅速ナ )Vノ結果問曲

的程度弱ク且又齢階ノ除 9少キ錦=未ダ凸曲的形股ヲ表 ρ スニ至ラザ

)Vノミ而ジ ア初代ノ場合ユ J、林齢第三年ト第四牛，第一 O年ト第一一年

及第一四年ト第一五年トノ移行部並第二代ノ場合ユ ρ 第六年ト第七年

トノ移行部ユ於ア著ク曲線ノ屈折ア )V，T， 金ク末日直径ノ大サヲ基準ト

スY 玉債ヌf階段的麓勤ヲ錦スユ由 )Vヨトタ 9

実 ι 連年及平均ノ爾生長ニ?艶ス )V筏路ヲ親ノV ニ初代品在，ア川林齢

第七年ト第一一年トニ於ア爾者相交叉ス )V毛其後連年生長 J、卒均生長

ヨ9毛多額 =-V7"或間隔ヲ以ア向上ス第二代=在 9アJ、爾者殊=蓮年

生長品非常ナノV屈曲ヲ震ス宅未ダ交叉スノV ユ至ラズ相互多大ノ間隔ヲ

以ア tft準ス就中注意ヲ梯フペキ J、初代ノ第七年，第一一年及第一五年並

第二代ノ第五年及第七年ユ於ケ )V生長ヌf各其前年度ノ夫ョ y少量品。ジ

ア殊ュ初代ノ第一一年品於ケ )V生長ヌf平均生長ョ ，:e遺品少額ナ )V勲

ナ，蓋期クノ如キ奇象ヲ是ス JV.T、会ク前述ノ如ク玉慣ノ麓勤'71.階段的

ナY 品由来ス )Vコトナ，トス
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第六表ー

初 代

劉
平均直径〈寸〉 紛

形 積〈右〉 材 積〈オ〉 材 積(宝3

齢 百匹
幹材|会材|幹材|金材〈年〉 f尺〕

1 l.4 .3 801 1.210 1.210| .014 .014 一 一
2 2.~ 1.5 13.4 .760 .760 .039 .039 3.9 3.9 .04 .04 

3 2.~ 2.4 17.0 .636 .636 .070 8.1 8.1 .09 .m 

4 3.f 3.J 19.7 .57(] .550 .107 .107 18.1 13.1 .15 .U 

5 4.1 3.7 21.9 .5α} .530 .147 .149 18.4 18.8 .22 .23 

6 4.6 4.2 23.7 .463 .510 .189 .196 23.9 25.1 .30 .33 

7 5.1 4.7 25.2 .442 .駁)() .233 .248 29.6 31.9 .39 .~ 

自 5.6 5.1 26.4 .428 .279 却 4 85.5 89.1 .50 .57 

9 6.0 5.5 27.5 泊。 .327 .865 41.6 46.7 .64 .71l 

10 6.4 5.9 285 .411 .376 47.9 54.7 .81 .97 

11 6.吋 6.¥! 29.4 .402 .(¥)6 5U 63.1 1.02 1.22 

12 7.1 6.5 30.21 .398 .477 .総9 61.1 71.9 1.53 

13 7.4 6.向 30.9 .394 .529 .642 .68.0 81.1 L9C 

14 7.7 7.1 31.5 .391 .58"2 75.1 的 .7 UE 

15 7.9 7.3 .3ω .636 鈎.4 1∞7 2.9:' 

第 一 代一
樹
平均il観〈寸〉 街

形 重量 材稜〈ヨ!i)

〈-4Fe) 
調匹

幹材|金材斡材|金材〈尺〉

1 1.4 .8 8.0 1.4町3 1.450 .015 .015 一 ー

2 2.8 1.8 14.0 .980 .930 .051 .051 4.5 4.5 .ω 

3 3.2 2.8 18.7 .690 .ωo 

:口
.1<児 9.0 .10 .ln 

4 4.1 3.7 22.7 .560 .560 .166 15.0 .25 .25 

5 5.0 4.6 26.8 .4(0 .510 .243 .¥l6C 23.0 .50 .51 

6 5.8 5.4 29.5 .400 .575 .331 .37~ 
3525 .. 481 『

.85 .~ 

7 6.6 6.2 32.4 .353 .4岳5 .429 .531 66.7 1.35 1.~ 

8 7.4 6.9 35.1 .323 .430 .537 .69~ ω61 92.0 1.96 2.84 
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第六表

初代

漣年生長量

直径〈寸) I樹|材

胸高|玉高I(毘 l石|オ l

信

• t年〉
噌

A

O

泊

9
6
a
a
E
R
U
O
O

作

a

o

o

白

g

n

U

唱

A
a
n
.

。@
a

吉区。

噌

A

-

A

噌

i
W
E
-
-
'
A

唱

A

1.401 .301 8ρο .瓜池|

却 1.201 5.ω.025 

.70) .90) 3.601 .031 

.601 .701 2.701 伺7

.50) .601 2.201 .042 

.日)1 .501 1.I!OI .0生7

.5O! .501 1.民Jf .052 

.501 .401 1.201 .056 
目 且 ・.

.401 .401 1.101 伺1

.401 .401 1.叫，伺5

.4.01 .301 .901 .0681 8.4 

.4.01 .301 .801 .0711 8.8 

.301 .801 .701 .0731 9.2 

.301 .301 .601 .0741 9.6 

.201 .201 .601σ751 10.0 

稜

生 長量

9

2

b

y

s

.

8

2

6

.

0

 

3

4

5

5

6

6

7

7

8

 

止

4
M

.72 

.70 

.67 

.64 

.61 

.59 

4.38 

瓜釧 ー--1

.01951 1.9則.02Q

.02331 2.701 .0鈎

.02651 3.281 .088 

.0298J 3.761 .046 

.03271 U創 .055

.03551 4.561 佃4

.03801 4.891 .0刊

.04.061 5.191 .084i 

.04.301 U別 .097

5
1
1
6
R「
1

1

0

2

4

7

1

n

u

n
リ

凸

U

'

a

'

A

'

A

噌

A

n

a

.•..•••. 

凸

U

W

4

9

o

n

u

s--干
5

0

0

6

1

川
削

n
u
β
む

の

o

n

u

n

司

令

o
q
d
v

。。。
o

o

a

樹|連年

|直径〈寸)樹

〈聖)IJIOJ ifljl玉高|(E
1 I 1.41 .81 8.0! 

|材長 ~l云
lォ|玉|胸豆じ

第

o
a
q
d
a
-
z
 

.91 1.01 6訓 .0361 4.5 

.別 1.01 4.71 .0491 4.5 

.91 .91 4.01 .0661 6.1) 

.叫 .91 3.61 .0941 10.9 

.81 .81 3.21 .1181 17.7 

訓 .81 291 .1531 23.1 

.81 .71 2.引 .1611 25.3 

k
u
'
β
o
w
a
Q
O
 

均 生 量

樹
高
(尺〉

.80 

長

1く寸)

高|玉高

1.4.0 

加

凶

・

田

・

泊

却

叩

開

・
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-

k

u

w

t
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A

V

Aり

w

a

o

o

'

A

n
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n
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習
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噌
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l
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町
1
1
4
判
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n

v

A
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J

O

A

a

-

z

a

m

w

a

8∞| 

材

石 1

.01司
ρ255 

後

オ|玉

q
d
V
l
-
-
d
e
l
i
-
-
a
u
o
a
 

o
a
8
0
.
o
a

白河

V

6

5

5

4

 

民
u

w

a

a

n

a

n

z

n

a

n

辺
町
。
‘

叫

伺

偶

初

白
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錦

5
0
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8
1
l
w
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l
l
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-〕
U
1

0

4

A

U
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q
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第六表一

初 代

称 主 林 水 前 林 木

本材積〈石〉 材後(オ〉材稜(玉〉 本 ザ lv時
(齢年}
重責 重量

恥斡州全材開22斡材I金材I漣生年長 生帯均長特材全材l漣生 生平均鳥(本〉吋金材幹材|金材
1 601 .8 .8 .~ .80 一 一一 一一 一一 一 一 一一 一
2 601 2.3 2.3 1.~ 1.15 234.0 234.0 234.0 117.00 2.4 2.益 2.4 1.20 一一 一 一一
3 601 4.2 4.2 1.9 1.4.0 盛86.1 486.0: 252.0 162.001 5.4. 5.4 3.0 1.80 一一 一 一 一一 一
4 601 6.4 6.4 2.2 1.60 786正 786β 300，( 196.50 9.0 9.0 3.~ 2.25 一一 一 一一一
5 491 7.~ 7.3 .91 1.4f: 901.C 921.2 135.~ 184.24 10.~ 11.3 2.3 2.26 111 1.6 1.6 202.4 206.8 2.4 2.f 

6 431 8. 8.4 1.1 1.必:1027，7; 1073.0 15V 178.8~ 12.9 14. 2.~ 2.35 61 1.1 1.1 143.4 150.6 1.8 2.C 

7 391 9.1 9.S 1.4 1.4C 115晶.41232.0 159.( 176.0【15.5 17.3 3.2 2.47 4 .91 1.0 118.4 127.6 1.6 1.E 

8 36110.1 11.2 1.4 1.4'仁1278.0 14仰β 168.G 175.00 18.6 21.u 3.7 2.63 2 .8 .91 106.5 117.3 1.5 u 

9 3411U 12.6 1.生1.壬C1岳14.41575.0 175.C 175.00 22.2 25.4 4.4 .2~82 2 .6 .7 83.2 93.4 1.3 1.5 

10 32/ 12.1 14.0 1.4 1.4G 1532.8 1750.0 175.0 175.ω 26.3 30.5 5.1 3~05 2 .8 .9 95.8. 109.4 1.6 u 

II 301 13.0 15.4 u 1.40 1660.0 1925.0 175.0 175:∞ 31.2 36.6 6.1 3.33 2 .91 1.0 108.8 124.2 2.0 2.4 
12 29113.9 16.8 1.41 1湖 1780.0 2100.0 17M 175.00 37.3 44.1 7.5 3.68 1 .5 .6 61.1 71.9 1.3 l.e 

13 281 14.8 18.2 1.4 1.4.0 19040 2275.0 175、O175.00 45.0 52.9 8.8 4.07 1 .5 .6 68.( 81.1 1.6 1.9 

14 271 15.7 19.5 1.3 Vl9 2027.0 2443.0 168.0 174.50 54.2 63.4 10.5 4:53 1 .6 .7 75.1 90.7 2.0 .2.4 

15 26 16.5 20.7 1.2 1.38 2140.0 2610.0 167.0 174.00 65.2 76.4 13.0 5.09 1 .6 .8 82.4 1∞.7 2.5 2.9 

第
『

代一
林 主 林 木 耳目 林 木

本 材綾〈石) 材稜(オ) 材積〈玉〉 本 品材(夜
材(玉〉費

齢 聖堂

!糊金材闘22幹材|金材l主主122両l詞護!翠
敏

斡付オ〉金材
糊帥{年)(本〉 〈本〉

1 60 .9 .9 9 .9 一 一 一一 一 一 一
2 60 3.1 3.1 2.2 1.55 270.0 270.0 270.0 135.00 1.8 1.81 1.8 加-一 一一
3 日0 6.0 6.0 2.9 2.00 540.0 54.0.0 270.0 lEO.CO 6.0 6.0 4.2 2.GO 一一一 一 一
4 57 9.5 9.5 35011 2.38 855.0 855.0 315.0 

213.75 1壬.314.3 8.3 3.58 3{ .() .5 品5.0 4.50 .8 

5 4.8 11.7 12.5 3.012.50 1104.0 1241.2 386.2 248.24 24.0 官長.510.2 4.90 91 2.2 2.4 207.0 宮33.1 4.5 4.E 

6 42 13‘9 15.9 3.4 2.65 1486.8 1831.2 590.0 305.20 35.7 38.6 14.1 6.43 61 2.0 空.3 212.4 261.6 5.1 えu._毘

T 37 15.9 19.7 3.8 2.81 1953.6 2504.9 '673困7357.84 50.0 57.8 19.218.26 51 2.1 2.6 264.0 338.5 6.8 7.9 

8 34 18.3 23.6 3.9 2.95 2366.4 3128ρ 6宮3.1391.00 6e.6 79.5 21.7 。.94 31 1.6 2.1 208.8 276，( 5.9 7.0 
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第七表ー

初 代

制皮材稜〈玉〉 一木俊柊く闇〉

術 齢 ま重量直径 宝島年生長 平均生長

<..，.) く寸〉
斡 材 幹 材

〈国〉 〈聞〉

1 .8 一 一 一 一 一 一

宮 1.5 .04 ρ4 一 一 一 一

s 2.4 .08 .08 .20 .20 一 .O~ 

4 3.1 .H .14 .84 .&1 倒 ，2 
~ 

5 8.7 却 .21 1.20 1.21l .411 .21 

6 4.~ m .30 1.62 1釦 .54 .1担

T 4.7 ，35 .40 2.10 2.4.0 。加 .3j 

8 5.1 .45 .53 2.70 4.U .7e .4C 

9 5ヱ .5e .ω 3.48 4.14 .9E .41 

10 5.9 .73 .87 4.38 5.22 1!倒 .5~ 

11 6.2 .92 1.10 4.1¥0 6.68 .鍋 .511 

12 6.5 1.11> 1.38 5.75 7.13 U5 .59 

13 6.S 1.44 1.71 7.20 8.82 1.69 .創

14 7.1 1.80 2.12 9.∞ 10.91 2，伺 .7E 

15 7.3 2.25. 2.66 10.13 12.45 1.5j .~民

第 一 代一
剥皮材積〈玉〉 一木債格〈国〉

樹 齢 軍高直径 逮年生長 平均生長

〈年〉 〈寸). 
斡 材 斡 材

〈翻〉 f掴〉

1 .8 一 一 一 一 一 ー
宮 1.8 .03 .03 一 一 一 ー
3 宮.8 .Og .09 .23 .23 ー .~ 

4 3.7 .23 .23 1.38 1.38 1.15 .3~ 

5 4.6 .45 .46 2.70 2.76 1.38 .5~ 

6 5.4 .77 .83 4.62 4.98 2.22 .別

τ 6.2 1.22 1.41 6.10 7.24 2.26 1.01 

8 6.9 1.7E 2.m. 8.80 10.84 3.M 1.~ 
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第七表

初 代

事事
主 林 ホ IIIJ 綜氷 主 林 木く圃〉 副林水

~ 本費量
本鍛|宮崎玉使l幹材l会材|遺年 平均 斡材事宇材後 金材

(年〉
〈本〕 {玉I I (玉) く本} I 玉 生長 生長 〈圃〉

1 co 一 一 一 一 ー 一 一 一 一
2 60 一 一 一 一 一 一 一
3 印 4.9 4.9 一 一 2.50 12.25 12.25 12.25 4.08 ー

4 臥} 8.1 8.1 ー 6.∞ 48.臥} 48.∞ 36.35 12.15 一
5 49 9.7 10.2 11 2.2 &.00 58.20 61.20 12.∞ 12.24 13.叡1
8 43 11.6 12.7 (j 1.6 6.∞ 69.60 7自.20 15.1∞ 12.70 9.6心
7 39 14.0 15.6 4 1.4 G.α 84.∞ 93.eo 17.40 13.87 8.40 
8 36 16.7 18.9 3 1.晶 6.∞ 1∞m 113.40 20.10 14.18 8.40 
9 34 20.0 22.9 2 1.2 6.仰 120.∞ 137.40 24∞ 15.27 7.20 
10 32 23.7 27.5 2 1.4 6.∞ 142.20 165.00 27.60 16.50 8.40 
11 30 28.1 33.0 宮 1.8 5.00 140.政} 169加 4.90 15.45 9;∞ 
12 29 33.6 39.7 1 1.2 5.飢J 168∞ 20轟.60 34.70 17.05 6.1仰
13 28 40.5 47.6 1 1.4 5.∞ 202.50 24.510 40.ω 18.85 7.∞ 
u 27 48.8 57.1 1 1.8 5α下 244.00 293.ω 48.50 20.97 9.∞ 
15 26 58.7 C8.8 1 2.3 

μ 
4.50 264.15 324.20 30.60 21.61 10.35 

第 一 代一
帯主 主 林 木 IIJ 主 林 ホ〈圃〉 副体会k

〈働年〉 本銭円皮lM本費量 2d|玉償|斡材 会紛|漣年|平均 事争材幹材後会
(本) I (玉) I (玉) (本〉 l玉〉

生長生長 {圃〉

1 60 一 一 ー. 一 ー

宮 60 1.6 1.6 一 一 一 一 一 一
3 ω 5.4 5.晶 一 一 2.ω 13.ω 13.切 13.50 4.日1 ー

岳 57 1温.9 12.¥) 3 .7 6.00 77.40 77.40 ω.飢 19.35 4-2q 

ら 48 21.G 22.1 日 4.1 6伐) 129.flU 132.60 55.20 26.52 

日 42 32.1 3U  6 4.6 G.αv 192.創) 208.20 75.00 34.70 27.6I~ 

7 37 45.0 日吉.0 5 6.1 5.00 225.00 2&7.∞ 58.8(J 38.14 30.切
8 34 59.9 71.5 3 5.3 ;>，α} ‘よ99以J 3C.9，lO 102.10 46.14 26.5υ 
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附 録

吾人女fままニ論述セントス y 問題 J、綱樹ノ生長ニ直接ノ関係ナキヌf如

ジト蜂生長研究ニ供用シタノV材料ヨ'誘導ジ得 JV事柄ナ y ノミナフズ

叉賞地上必要敏クベカラザ JV事項ナ Y ヲ以ア脚其要黙ヲ摘遮 V ア牽考

ユ供ス y ヨトトセ 9識者幸ニ之ヲ静;セヨ

第一節 投下材長ト材積生産トノ関係

何 v ノ有要樹種ヲ問 J、ズ樹木ノ枝下材長ガ其利用債佐エ至大ノ影響

ヲ及ポスコト今夏多言ヲ要セズ V ア明ナ 9 ト雄殊=桐樹ユ於ア一層然

y ヲ見 JV蓋桐樹ノ評慣 J、殆 v会ク技下材部ノミユ注意ス JV所ナ JVヌf故

ナ 9而シア枝下材長 J、桐樹=在 9ア J、普通林木ノ場合ト異 9幼時所謂

芽掻法ヲ行ヒ人錦的ユ決定セラノV}V所ナ 9然ラバ此材長ノ長短ト材積

生産トグ如何ナ JV関係ヲ有ス }Vカ之ヲ知悉ス JV:7 ト賞地上極メア緊要

ナ 9思フニ同一健件下ユ於ア芽掻ヲナシア枝下材長ノ伸長ヲ計ラシカ

肥大生長減退ジ時ユ細長ユ失ジア成害ノ恐ア 9叉芽掻ヲ錦サズジア肥

大生長ノ増殖ヲ期センカ枝下材長短ク技傑ノ過多ナノV ノ敏黙ア 9是植

物生理皐上ノ原則ニシア此雨者 J、珊雨立ジ雛キ関係ユ在 9 ト蜂其問自

ヲ中庸ユジア最適 (Optiruum)ノ場合ナカ }Vペカラザ JVノ盟ナ 9是小出博

士年来ノ主唱ユジア佐藤皐士 J、前記ノ如ク本道及梼木勝ニ於'7蒐集ジ

タ }V材料ヲ以ア深ク攻究ヲ重ネ同博士ノ主唱ヲ確ム }V ト同時ニ材積生

産上最適ノ枝下材長 J、九尺乃至一三尺即約一玉竿乃至二玉分ノ長サナ

ノV ノ事賞ヲ按見ジタ 9今前記南地方ユ於ケ JV材料ニ就キ賞測調査セ y

同教中幹材積，技材積及飽材積ヌf夫ベシ最大教倣ヲ示セ JV同教及百分率ヲ

各校下材長階別ニ表示セバ次ノ如シ



(111) 

I II IV V I VII I ;11 IX 

枝下梯問所属範同県7.217.3-… ……Ull…ト…
同 聖堂 。 1 7 61 3 1 。 。
首分率 。4.35 30.43 26.09 宮1.74 13，04 4.35 。 。
同 重量 5 4 4 2 1 。 1 。
宵分率| 21.74 17.39 17.39 8.70 4.35 。4.35 。
同 重量 。“ 2 7 6 s 3 。 。 。

8.70 8.70 30.43 26.09 13.04 13.04 。 。 口

備考 表中'桟材費ノ問殿合計三 O 向ナル P 観測量島問重量中三悶丈利用 V 得..:~枝併後

ノ入来チ見."111己百ル

即一定僚件下ユ於ア幹材積 J、枝下材長ノ増加ト共=培準ス JV:e枝下材

長ヌf或一定勲=逮ス V-"ず爾後 ρ 枝下材長ヲ増ス毛幹材積ノ生産僅少ト

ナ Y 傾向アタ其推移ノ黙 J、上表ノ数 7 JV所=擦 V バ枝下材長階 III万

至 IVナ 9トス

夏=枝材積ノ聞係如何ト云フ=枝下材長ノ短小ナ fV.T、一面枝傑ノ.稜

蓮良好ナ Y ヲ示 V 従ヒア枝材積ノ豊富ナ JVヲ物語JV毛ノナ 9上表ノ数

債:e亦正品理論上ト合致事/枝下材長ニ反比例ノ闘係=在 9

総材積ノ関係品至 9アJ、前記二者ノ綜合結果=外ナラズ而 V:ア此関

係 J、大体ユ於ア幹材積ノ場合ト等シグ枝下材長階 IIIユ於ア最大ヲ示

セY 悶童文最多ク次デ IVノ順位=在 9V以上 J、漸次減退ス

故=一定僚件下品於アー木ノ材積生産上枝下材長 m 重要ナノV意義ヲ

有ジ枝下材長ノ増加=件ヒ利用意/得ペキ総材積ヲ士宮準ス y 毛或一定限

界ユ至 V .-t"'.爾綾川事前究下降ス此限界 J、大体ユ於ア九尺乃至一三尺ノ間

品在:y故ニ枝下材長 J、材積生産上常=此範圏内品在ラジム y ヲ最得策

トス JV所ナタ他方風害ノ見地ョ 9ス JY毛前記枝下材長 ρ 過長ユ失セず

V ，JJ，9其恐少カノV ペク芳枝下材長 J、前記ノ範圏内ニ在ラジム JVヲ可ナタ

トス
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第二節 柄樹ノ各異高=於クル直径相互ノ関係

桐樹ノ直径 ρ 根元ニ於ア最大=ジア夫ヨ'上方ユ準ムュ従ヒア漸次

品減少ジ而毛其割合ヌf根元附近ユ於ア多額iユジア上部ユ至 JV品従ヒ次

第品遮滅ス lVヨト一般樹木ト同様ナタ而シア枝下直下=豆 V J".枝保身

肢ノ結果去:Il.テ幾牙肥大ス lVヲ常トス其部卦ノ幹戯ヲラ竺三三杢ト縛ス賓

地ノ取引ユ於ア J、玉径(多ク J、玉周)ノ測定 J、直接之ヲ行フ毛其上部 J、

目測ユアー玉ノ長サユ就キ一寸万至一寸五分落トシア計算ス lVヲ普通

トス今調査成讃ヨ 9ジア此等車筏落ノ関係ヲ摘哉セ y

鼠逃ノ如ク樹幹ノ直徳川其部分ユヨ 9減少ノ割合ヲ異品ス Y ヲ以ア

各部分=通用スノV草位長サユ於グ lV直径落ヲ計算ス Y コト能川ズ故ユ

誰品川先各樹齢毎品根元，胸高，玉高，二玉高及枝下等夫 φ所属宜径ノ平均

ヲ求メ衣デ胸高直径ヲ基準トジ之=事}ス Y 各種直径ノ割合ヲ算出セ'

其結果ヲ表示ス Y コト A表ノ如ジ

但各異高ユ於ケ lV直径闘係 J、疎密度，樹冠着生ノ位置等=支配セタ v

精密品測定セ y トセバー，ー此等ヲ匡別ジア査定スペ"，，;eノナ Y 毛主主=

m 材料僅少ナ lVガ錦品之ヲ一括 V ア示スヨト、セ'
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(A) 

紛
吋一一剛山|術ド下掛

胸高直径=笥弐ル各種直径ノ比

-ー
∞ 後元|玉高|ニ玉高|投下 t ∞ 健元|玉高|ニ珊|銭下(df-) 

1.55 .36 ー 11.4 H3  .96 一 .81 

一 1.55 .45 一 13.0 1.71 .91 .84 

一 1.41 .82 一 一 7.8 1.48 .99 一
5.3 1.31 一 .94 11.6 1.45 .90 一
5.9 1.48 1.04 1'-3 1.37 .95 .79 

7.1 1.41 .85 一 .81 8.7 1絹 .97 一
7.2 1.39 .87 一 .83 9.6 1.3詰 .92 一
10.υ U9  .¥H .7~ 8.~ l.S7 .91 

7.5 1.44 .91 一 .8E 9.S 1.3e .91 一
'1.5 1.41 .90 .86 8.C 1.5r. .95 一 .93 

7'.8 1.48 .93 一 .τE 8.1 1.4S .94 一
8.4 1.41 加 一 .El 8.S 1.34 .94 一
10.8 1.日) .90 一 .n 10.0 1.41 9~ 一
11.5 1.45 .86 一 .73 10.3 1.46 .94 一
140 1.56 1.∞ .83 .7E 10.:1 1.36 .94 一
4.0 1.65 一 一 1.31 8.0 1.56 .96 一
11.9 1.36 .88 一 .& 1~.5 1.4E .86 ー

7.2 1.31 .92 一 .89 13.8 1.45 96 .81 
4 

7.4 1.47 .93 一 .8"4 17.4 1.45 .94 .77 

9.11 1.3(j .88 .8f 8.8 1.39 .94 一
10.8 1.3E .91 一 .8~ 10.0 l.4~ .92 ー

5.5 1.39 一 一 1.0< 12.四 1.32 .95 .00 

7.7 lAO .9(j .94 7.9 157 .93 一
7.8 1.60 .90 一 .8S 11.~ 1.42 .95 一
11.1 1.47 .91 一 .77 13.7 1.43 .92 .78 

5.2 1.4IJ .88 一 1.α1 11.9 1.41 .112 一
7.1' 1.3~ .94 .94 14.1 1.35 .91 .77 .77 

7.7 1.3~ .91 一 .93 18.5 1.49 .99 .79 .63 

8.1 1.5( .91 一 8.7 H 1.63 1.01 一 1.01 。 9.2 1.4f .91 一 8.3 10.3 1.36 .94 一 .90 

9.9 U3  .91 一 8.0 

10.~ 1.32 .90 一 .77 平均 .864 
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備再記ス V バ枝下材長 ρ 平均九尺二寸ユジア

直径種類|胸高|根元|玉高|二玉高|枝下

比 I1 ¥1仏1¥制 I.807 I制
ノ関係ナ 9以上ノ結果 m 草=平均成績ニジア貫際上ユ於ア ρ 枝下材長，

樹齢，直径ノ大小，疎密度等ユヨ 9多少其数値ヲ異ユス JV"t'勿論ナ v ド毛

車ニ之ヲ賞用ユ供 V ア大諜ナジトス

第三節 有皮桐材 F剥皮桐材トノ;材積欄係

桐材ノ利用スベキ主要部川其木質部ユジア普通取引ユ於ア毛其樹皮

ノ厚サ ρ 算外=置ク所ナ 9而 V ア桐材 J、現今多ク立木ノ億万至有皮ノ

偉寅買セラ JV、ヲ常トス故ユ諜メ有皮材ト悲:IJ皮材トノ直径関係及材積

関係ヲ知ノV コト極メア必要ナヲ今本文所載ノ供試材料中樹幹折解ヲ行

ヒタ JV四本ノ桐樹=就"t以上ノ関係ヲ算出ジ左ノ如"t結果ヲ得タ 9

其ー有皮材ト1tlll定材トノ直径並賞材積ノ関係

此関係ヲ算出ス JVユ ρ 先前記供試木ノ各異高ヨ 9切取 νタJV国盤=

就キ其直径，其年輪数ヲ匝別ジ次 ι 其断面ュ於ケ JV有皮直径及蜘111主直径

ヨ9各該賞園面積ヲ算出 V夏=園面積ノ比ヲ求メ之ヲ算術平均 V其平

均値ノ平方根ヲ以ア有皮材ト1tlll支材トノ直径ノ比トナセ 9

叉石車位ノ材積関係品費ジテ毛同様ユ前記平均値ヲ趨用 V得ペジ蓋

桐材材積ノ計算品川普通 Sma1ian，Riecke， Huber等ノ諸式ヲ用 :7JV所ナ v

ド毛何 v毛断面積ノ一次式ニシア材長 F 樹皮ノ厚サユ何等閥係ナキヲ

以ア断面積ノ比，、直ユ石軍位材積ノ比トナジ得ペケ V バナ，

左 V ..t'.供試木岡本ノ切断面四六個ニ就キア調査シタ JV結果ヲ表示セ

バ A表ノ如ジ

しふ

" 
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(λ〉

官島番地上高断面判四叩削|器~!:I吋…酎}回扇町|器
木賦聖書 〈尺〉 年鎗重量 有皮|剥皮|有皮|剥皮 木滋(尺〉 糊 7忌同亙|有皮|剣皮

。 131 10.44 10.16 .947 。 71 10.61 10.34 .88晶1 .紛97 .95{1 

1.0 13 8.14 7.90 .5204. .1旬宮 .942 1.0 7 7.33 τ.13 .畠220 .3993 .94e 

4.3 12 6.48 6.27 .3298 .308望 .936 4.3 7 6.37 6.17 .3187 .29伺 .93~ 

6.4 12 6，10 5.90 .2922 .2734 .936 6.4 6 5.82 5.6G .261.iO .2516 .94e 

~ 10.9 11 t>.臥) 5.31 .2376 .2215 .¥)32 10.9 唱 5.82 5.W .2創到。 .2454 .9~ 

12.8 11 5.16 4.93 .2091 .1909 .913 12.8 3 4.釘} 4.24 .1521 .1412 .92S 
1 

17.5 ]0 4.53 4.30 .1612 .1452 .001 3 17.5 3 3.57 3.44 .1∞1 .0929 .928 

19.2 10 4.4f: 4.27 .1t>r:，，:> .1432 .921 19.2 3 3.29 3.20 .0S50 .0804 .94e 

24.1 品 3.07; 2.9B .0740 .0697 .H42 24.1 2 2.36 2.25 .0437 0398 .911 

25.6 4 3.∞ 2.86 .0707 .0642 .908 25.6 2 2.16 11.07 .0366 .0337 ，9宮

30.7 3 1.49 1.40 .0174 .0154 .88~ 30.7 2 1.28 1.20 .0129 .0113 .876 

32.0 3 1.35 1.2B .0143 .0129 .002 32.0 1 .95 .89 .0071 .∞62 .87; 

。 131 11.84 ]I.:lU 1.1010; 1.0:387 .9-1:3 34.0 1 .77 .70: .∞47 .<)039 .82s 

1.0 13 8.97 8.71 .G319 .5958 .943 O 9 8.52 8.10 .5701 .5153 .制

4.3 12 7.63 7.36 .4572 .425品 .930 3.2 9 5.6晶 5.長4 .2498 .2324 .935 

6.4 12 7.25 7.04 .4128 .3893 .¥)43 6.4 8 4.90 盛.79 .1886 .1802 .955 

10.9 11 6.60 6.23 .3421 .3048 .891 8.E E 5.36 5.18 .22匂1.2107 .934 

2 12.E 11 6.17 5.91 .2¥)90 .274:3 .918 10.1 4 3.96 .134e 1232 .9H 
4 

17.5 ]0 5.:1r. 5.08 .2:!;，6 .20主7 .ωE 13.3 4 .0835 .0765 .9lf 

19.2 9 4.9:1 4.71 .1決)3 .1742 .91" 15.~ 4 .0670 .0616 .9U 

24.1 温.s: 2.72 .OG29 .0581 .¥)24 16.5 3 2.01: 1.90 .0317 .0284 .89f 

25.e 2.6畠 2.:)( .0:>47 .0491 .以}を ]9.7 3 .0230 0201 .874 

27.4 3 2.34 2.古5 .0430 .0398 .リ26 21.2 3 1.36， 1.221.0凶 .0117 .80~ 
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以上ノ数値ヲ夏ニ直純別並年齢別ュ平均シア掲記セバ左ノ如ジ

4 

l
 
nu 
ou 

直也径階〈寸)0-0叫1.0-1司2.0-2

径
閣皮関禰積 01':.1'¥¥

EO南安宙盲司 ・円山i

劃|年働く年)/1 / 

L!鍋諜|ベ

3 2 

.94 

此結果ヲ見ノνュ有皮材ト剥皮材トノ四面積ノ比 J、年齢及直径ノ増加

~ 

ミテラズスノV ユ従ヒ多少増加ノ傾向ヲ有スノV ヌf如キモ其差僅少ナ Y ノ

ャ否ャ疑問=腸供試材料夏ニ多キユ於テ J、果シア斯クノ京日キ傾向ア 9

トスノV 毛年齢別及直径別ユー，ー其関係ヲ算スヨジ多少期カ )V傾向ア 9

出スノV...、頗煩努ニシア而屯賞用上徒努ユ廊スペジ依 9ア設ユ J、全部ノ

平均ヲ求メ此数値ヲ以ア有皮及剥皮雨材悶面積ノ比ト錦セ 9即平均敷

慣 .916...'有皮点，IJ1支雨材岡面積ノ比タ )Vト共・ニ雨材材積;石軍位)ノ比ナ 9

ヲ乗ズ νバ庇ニ剥皮材積;石車位)ヲ待ぺ換言セバ有皮材積(石軍位)=-.916 

キ理ナ 9

ト云 y ニ桐1，'.i桐樹ノ各部ニ就キア常ニ以上ノ関係ヲ保持スノV ヤ否ヤ

材ノ地上ヲ主主カノV.::.従ヒ其年輪教及直径ヲ減ズJV7/ 故ニ桐材ノ各異高

ト認メ得ユ封ス )V聞係 J、前記直利{及年輪教鑓化ノ場合ト同一聞係ナリ

ペジ

ヲ平方ー閲ノ直径ノ比 J、上記断面積 J 比 .916次=有皮材ト剥皮材ト

キア之ヲ求メ得ベシ何トナ v..".今

g' :剥皮断面積g:有皮断面積;

.島d': ~IJ 1主前経

R:弟!皮断面積ノ有皮削除事}スY比=ず=.916

d:有皮直径;

寺三，];'i] π:凶

トセバ次ノ闘係式成立スペジ

π(会r
-rR3二r=(子)埠
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-4二=J亨=ペ=.v.916 =.957 
t即有皮直径ト剥皮直径トノ比oT".957ナ 9換言セバ有皮直径品 .957ヲ乗

ズ Y トキ J、直=剥皮直径ヲ得ベキナヲ賞地=於ア J、多ク材ノ周間ヲ測

定ス Y 所ナ )Vモ前記ノ比 J、此場合エ毛直=適用 ν得ベシ何トナ V バ

制度開周 d'πd'
有皮闘周-drr --a-

ナ V バナ 9

其=有皮材ト悲.111主材トノ玉車位材積ノ関係

有皮材ト事:IJ1主材トノ石車位材積ノ関係 J、以上ノ如ジト雄桐材材積ノ

計算上普通玉車位ヲ採用ス )Vヲ以ア今弦ユ前記調査成績ヨ 9悲:IJ皮材グ

有皮材ユ比 V 幾何ノ減少寧ヲ有ス JVヤヲ闇明セ y トメ

元来玉ノ計算 J、前鴻ノ女日夕桐材ノ末日直径ヲ以ア計量セラ JVJVガ故

品今前記各断面 ι 於ケ )V直径ヲ夫 φ末日直径ト看{故 v其有皮材積品比

v illI皮材積ノ減少率ヲ求ム νバB表ノ如シ但材長 J、減少率品何等聞係

ナキ毛ノナ )Vヲ以テ B表品川一例トジア基草材長六尺四寸ヲ偲定 vア

計算事/且直径 J、末日最短直径ヲ採用シタ 9
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(B) 

供番 高|最短直径〈寸~I 材 積佃 宥宣寄寵 Fi地上高l臨直径叩 材稜【玉) 警欝議試木織
有皮|剥皮(尺〉有皮|剥皮有皮|剥皮 木被 (尺ヲ 有皮i剥皮

。¥).68 9.45 4 4 1.000 。8.78 8.57 3 3 1.∞【

1.0 8.CO 7.76 3 2 .667 1.0 7.09 6.90 2 1 .50( 

4.3 6.31 6.11 1 1 1.000 4.3 6.25 6ρ5 1 1 1.∞{ 

6.4 6.06 5.85 1 1 .500 6.4 
詰

日.76 5.航) 1 1 1.αx 
2 2 

10.9 522 5.01 
1 1 

1.000 10.9 5.74 5.70 1 
1 

1.00: 
2 宮 泊 2 

.. 
12.8 4.80 4.57 1 

1 
1.∞o 12.8 4.24 4.08 1 

1 
]，似】E

4 4 4 4 
1 

1 1 1 1 17.5 4.34 4.11 
生 生

1.000 3 17.5 3.56 3.'2 
8 8 

1:α)(] 

19.2 4.10 ::J.93 1 1 .5∞ 19.2 3.23 3.14 1 
1 

1.似X
4 8 8 8 

24.1 2.89 2.79 
1 1 1.，αH日 24.1 2.29 2.20 1 

1 
1，αx 

寸志 16 32 32 

25.6 2.83 2.67 
1 1 

1.000 25.6 2.13 2.04 1 1 1.∞f 16 16 32 32 

30.7 l.45 1.37 一 一 一 30.7 11.26 1.19 一 一 一
32.0 1.33 1.25 一 一 一 32.0 .93 .89 一 一
。9.09 8.78 4 3 .750 34.0 .74 .68 一 一 ー

1.0 8.14 7.89 句" 2 .667 。7.76 7.42 2 2 1.00: 
4.3 7.28 6.98 2 1 .日10 3.2 5.CO 5.40 1 

1 
1.00: -2- 2 

6.4 6.67 6.47 1 1 1.000 6.4 4.65 4.47 1 
1 

1.()()( 
品 4 

10.9 6.53 6.13 1 1 1.∞o 8.8 5.09 4.90 1 
1 

.政X
2 4 

2 12.8 5.73 5.50 
1 1 

1.000 10.1 3.90 3.72 1 
1 

1.000 
富 宮 8 8 

4 

17.5 4.91 4.58 
1 1 

1.000 13.3 3.13 3.01 1 
1 

1.αx 
4 4 8 8 

19.2 4.67 4.47 
1 1 

1.000 15.8 11.83， 2.70 1 
1 

1.αx 
4 4 τz τ6" ず

24.1 2.65 2.55 
1 1 

1.000 16.5 1.90 1.80 一 一 一16 τ否十
25.6 2.61 2.46 

1 1 
.500 19.7 1.66 1.55 一 一 一16 32 

27.41 2.28 2.18 
1 1 

1.000 21.2 1.30 1.15 一 一32 32 

.鈎7
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即剥皮材ノ有皮材 ι 劃ス JV比 J、.897ナ 9換言ス ν バ有皮材玉.数ニ .897

ヲ乗ズy トキ J、最:IJ1主材ノ玉敷ヲ得ベキ盟ナ 9鼓=注意ヲ要スペキ J、玉

毅ノ計算品質'寸以下ヲ切拾ヲ JV"εノナ V ..T....多タノ場合 ι 於ア有皮材

ト1111主材トノ直径二於ア寸位ノ襲勤少キヌf故ニ玉童文ノ襲化セず JV毛ノ

多~コト是ナ 9 然 νv 毛寸位ヲ超ユノν ヨトー，二分ノモノニ荘: 9ア J、之

ヲ剥皮ス JV::" ヨ9低下ジア斗位未満干ナヲ従ヒア其玉数 J、有皮ノ場合

ユ比事/減退ス y コトアノV ヲ忠Y ベカラズ

其三有皮材ト悲.111主材トノ才車位材積ノ関係

桐材材積ノ車位ユ J、玉以外向才ナ y 毛ノア JVヨト既迅ノ如シ才 J、大

阪地方=於ア用ヒラ JVJV桐材材積ノ車位ニシア賞地=於ア J、基準材長

六尺四寸ノ場合末日直径(寸位)ヲ十字ノ方向=測定 V 此爾直径ノ相乗積

ヲ以ア其才数ヲ表 J、スモノナv.....動l皮材ノ才教ノ有皮材ノ夫=劃ス JV
減少卒川上記ノ諾切断面ヲ末日断面ト般定事";其樹皮ヲ合ム場合ノ南直

径ノ相乗積ト樹皮ヲ合マザ JV場合ノ爾直径ノ相乗積トヲ算出シ後者ヲ

前者ユア除ジタ''''商ノ算編平均ヲ求ム V バ是即剥皮材ノ有皮材=費ス

y 減少通事ナ JVペキナ 9今其計算ノ結果ヲ示セバ C表ノ如 v但桐材ノ長

サ J、此滅少率ユ関係セザy ヲ以ア前場合ノ如ク基準材長六尺四寸ヲ採

用 vタ 9
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(C) 

侯番 刊賓 bim〈オ)J創皮 日叩護高有皮剥皮試
(尺ヲ蝿短笹 l川|畑山|糊|藷材俄

*- {尺)1:1匙径短径長径短径 有皮|剣皮

01 10.帆 9.7 10.2 .94~ 01 11.7 8.8 10.8 8.6 108.0 911.9 .902 

1.0 8.3 8.0 8.0 7.81 66.41 c:u 940 7.1 7.4 6.9 .94e 

4.3 6.7 6.3 6.4 6.1 4U  3!).0 .由24 u C.5 6.3 1J.8 6.1 38.4 .937 

6.4 6.1 6.1 5.9 5.9 37.2 34.日 .93~ 6.4 5.9 1i.8 5.7 Ii.tl 34.官 31.9 .93l: 

10.9 5.8 5.2 1i.6 1i.0 30.2 28.0 .924 10.9 5.9 5.7 l'I.7 5.5 33.6 31.' .93~ • 
12.8 5.5 4.8 1i.3 4.6 26.4 24.4 .924 12.8 4.6 u 4..4 4.1 19.3 18.0 .933 

1 

17.11 4.7 u u U 20.2 18.5 .91e 3 17.5 3.6 3.6 3.5 3.4 13.0 11.9 .9U 

19.2 4.8 u 4.6 3.9 19.7 17.9 .蜘 19.2 3.3 3.2 8.3 3.1 10.6 10.2 .加E

IlU 3.2 2.9 3.1 2.8 9.3 9.0 .96l! 24.1 2.4 2.3 2.3 宮.2 5.r> :U .回1

2n.1l 3.2 2.円 3.0 2.7 9.( 8.1 .制)() 虫色6 2.2 2.1 2.1 2.【 4.6 岳.2 .9111 

90.'/ l.Ii 1.5 1.4 1.' 2.3 11.0 .870 30.7 1.3 1.3 1.2 1.2 1.7 1.6 .8t4 

32ρ 1.4 1.3 1.3 1.3 1.8 1.7 .9" 3孟.0 1.0 .9 .9 .9 .9 .81 .領軍B

01 14.0 9.1 12.7 8.8 127.4. 111.8 .877 34.0 .8 .7 .7 .7 .6 .51 .83lI 

1.0 9.8 8.1 9.5 7.9 79.4 76.1 .946 E 8.9 7.8 8.6 7.4 ω.4 63.6 .91E 

4.3 8.0 τ.3 7.7 7.0 58.4 63.9 .923 3.2 5.7 5.6 5.s u 31.9 29.7 .93 

6.4 78 U.7 7.6 6.5 52.3 (9.4 .945 6.4 6.1 4.7 1i.0 4.Ii 2'-0 22.l'I .93~ 

10.9 6.7 6.5 6.3 6.1 43.6 38.4 .881 8.E 6.6 5.1 5.5 4..9 28.1¥ 27.0 .944 

2 12.8 6.6 5.7 6.3 5.5 37.6 34.9 .923 10.1 4.3 3.9 4.2 3.7 16.8 15.5 .9l1ll 
4 

17.5 5.8 4.9 畠.6 46 28.4 25.8 .1)09 13.3 3.4 3.1 3.2 3.0 10.0 9.6 .914 

19.2 5.2 u 6.0 4.5 24.4 22.5 .922 15.8 3.0 2.8 2.9 2.7 8.4 7.8 .92Ii 

24.1 3.0 2.7 2.9 2.6 8.1 7.5 .926 16.5 主.1 1.9 2.0 u 4.0 

zElKn側:1引 90。25.f 2.7 2.6 2.5 2.5 7.0 19.7 1.8 1.7 1.7 1.6 3.1 .871 

27.4 2.4 2.3 2.3 2.2 5.5 5.11 .927 21.2 1.4 1.3 1.3 1.2 1.8 .88!i 
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即才車位材積ュ於ア ρ 剥皮材:~}スノν 比 J、 .917 ナ 9 換言セ þ'.有皮材ノ

才軍位材積ユ .9l7ヲ乗ズY トキ J、直ニ長，111支材ノ才草位材積ヲ得ペキ理

ナ 9

但此計算品川直径ノ相乗穣ヲ求ムノνュ賞 9葉車径 J、好位迄採用セ 9

一方商習慣ユ於ケ""算法 J、既述ノ如ク直径寸位ュ止メ以下切捨ヲ JV所

テ y 毛剥皮材ノ滅少率計算ノ如キュ於テ μ 賞際上大差ナカ JVペク何 9

ア之ヲ賓地商習慣ノ場合ユ毛趨用事〆ア可ナタトス

以上論議セ y 所ヲ約言シア示セバRP 

既知ノ有皮材ヨ 9剥皮材ノ寵径及材積ヲ求ム JlI'::'営 9大体=於ア直

径:..T' .96 ;石及才爾車位材積品川 .92;玉車位材積ユ J、.90ヲ有皮材ノ夫

夫ユ乗~7'之ヲ得ペジ

第四節 慣用法玉ト小出法玉トノ比較評論

賓地ノ取引上桐材材積ノ車位品数多ノ種類ア 9ソノ最普通チ JV毛ノ

J、玉及才ノ二種トス其意義及算法品就キ'7.t'既=本文第五節=於ア説

明 V タ 9 而 V~ 才 J、桐ノ如キ貴重材 ι 聾スノv車位ト V ア遁嘗ノ大サナ

ノV ノミナラズ計算上ノ約束毛常=桐材ノ賞材積=正比ジア議選ス JV所

チ V バ粗雑ノ無ヲ除外ス JV時 J、吾人ノ期待且近ジト雄玉軍位ノ関係=

歪 97" ""到底首肯シ難ジ之グ運算ノ事例ヲ見 Y ユ同タクー玉ト稽ス JV

モ其賞材積 F 甚直々 ζ ジア桐材ノ大小.形股品ヨ 9ア異常ノ差ア 9期ク

ノ如キ J、主ト V7'材長六尺四寸末口宜径六寸ノ桐材丸太一本ヲ基準玉

ト定メ所謂玉上=於ア J、此直径 ι 一寸ヲ加フ y毎品ー玉ヲ遁加 ν又玉

下=於ア J、此車径ヨ 9一寸ヲ滅ズY毎=順実玉童文ヲ宇滅ス lVガ如キ該

捨計算上ノ約束=基キア起 Y 所ナ 9 ト雄鞍理上決事/テ承認 Jえペキヨト

ナラズ其他車種ヲ測定ス y 品賞 9寸以下ヲ切捨ア而ごE常ユ末日直径ノ

最短部ノ圭ヲ採用ス JVガ如キ叉材長ヲ計量ス JV:'際ジ入寸以下ヲ切捨

ア甚 vキ:-歪タア J、材長六尺四寸以下ノ端尺物万至技材全部ヲ算外品

置クグ如キ何 νモ此種貴重材ユ劃 V'7'"、鈴 9ュ組雑兵器〆ア不穏嘗ナ y
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算法ト諦 ρ ザJl'ペカラズ

元来桐ノ如キ高責ユジア而毛大材ノ少キ毛ノユ費 ν容積ノ軍位トジ

ア普通材 ι 於ケ JVト同様ユ採用セントス""11.如キ J、吾人ノ希望ユアラ

ズ叉遁嘗ト稽スペカラズ蓋石 J、ーO立方尺ニジア珊過大ユ失事〆運算上

不便ナ y ノミナラズ又不精密トナノV ノ恐ア"，芳f故ナ 9此勲ヨ 9見 V ，;T'I 

従来慣用セノv基準玉.ノ如キ川賞材積一立方尺八一Oユ相官 ν草位ト V

アノ大サユ於ア J、何等異議ナジト錐其計算上ノ約束=至，ア m 到底同

意ヲ表ス Y ヨト能 J、ズ因 9ア弦 ι 之ヲ改良ス JV一策ト V.テ小出法ヲ"JV

毛ノヲ案出ジタ 9小出法ト J、慣用法ノ基準玉タ y 直径六寸材長六尺四

寸=相官ス y 困柱ノ賞材積即ー立方尺八一O ノ大サノモノヲ同ジクー

玉ト定メ之ヲ以ア奥へラ ν タJV丸太ノ賓材積ヲ除ジ其比ヲ以テ玉数ヲ

量定ス y 方法ヲ云フ結局賞材積ヲ基礎トスノV算法=外ナラズト蜂従家

ノ慣用法ト直別ス JY:I書暫ク小出法ト般稽セヲ今此小出法即又賓材積ヲ

基準トジア従来慣用法ノ精粗及可否ヲ評論セシトス而ジア此際先アラ

ユ JY必要傭件ヲ前提 ν幾多ノ場合=就ア詳細=吟味ス Y ノ要ァ，ト蜂

之 ρ 暫ク他日ユ譲 9弦品川只慣用法ノ改良セザY ペカラザy コトヲ高

唱ス y 錦直径ノミ艶化ス"，場合ト材長ノミ襲化ス JV場合トヲ捉 h ア簡

草ユ其是非ヲ審議スノY:.止メタ 9

(ー)直径ノミ費化ス JY場合

今賞地取引上=現，.JV、桐材丸太ノ末日車径ヲ砂別 V 商習慣ュー 9

直径階ヲ作成シアJlJ記ス v .". A表第一欄=示セ JY如キ階級品事/アソノ

各範囲 ρ 夫。最低最高ノ爾限界関(B表第三欄奉照)ナ 9 ト蜂屡遁ノ如ク

常=其最低直径ヲ採'97'玉数ヲ計算ス JV約束ナ νバ同一直径階内ユ於

ァ，、直径ユ大小ア Y 毛玉量生ユ m 何等ノ麺異アノV ヨトナジ又賞在ノ丸太

J、普通本末雨直径ノ大サヲ異ニス JV所ナ ν ド宅之=聞係ナク必末口最

短直径ヲ採用スノV約束ナ V バ直径ノ太'9~，牽:e玉敏=影響ス JY ヨトナ

ν然ラバ慣用法ノ玉川一定ノ末日直径及一定ノ材長ヲ有ス lY圃柱ヲ基

礎トジア計量ス JY毛ノト解蒋スノV ヲ至賞トス因 9ア今材長ヲ一定ジタ
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六尺四寸予定メ第一欄=掲記ス Y童文値ヲ夫+直径トス JY園柱ヲ偲定ジ

各一本=就キ園柱材積，小出法及慣用法ユヨ JY王.数並其増程ヲ算出 vア

表示ニぇ νバ A表ノ如 V
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即表示ノ如ク材長不鰻ナノV時 J、絶費量 J、直径ノ増加ス JYュ従ヒ園柱材

積，慣用法及小出佳品 "3JY玉童文共ユ漸次増大 A 是自明ノ盟ナ 9然 ν 1::e 

其増加ノ扶況，、各匪 ，v:.Yj'一様ナラズ殊=慣用法 F小出法トユ嘗 9

ア大品異 JY・所ア 9今之ヲ直径ノ函数トシテ圃示ス V バ前者 J、直線的品

培議事〆直径六寸以上=於ア J、等差級数ヲ錦シ同六寸以下ニ於ア J、等比

叡数ヲナシア走行スノV ニ劃ジ綾者 J、常=賓材積 ι 正比ジ比ノ漸増 A JY 

一種ノ曲線ヲナシア進行ジ直径六寸以下ュ於ア J、前者ヨリ大ナ Y 毛直

径六寸ヨ 9同三尺ニ至ノV 問 J、小ニジア直径三尺以上=至 9ア再大トナ

9華毛並行スノV コトナジ只直径六寸及同三尺ノ附近ユ於ア同一玉数ヲ

示 νニ同交叉スノV ノミ然ラバ慣用法 J、直径六寸ヨ 9岡三尺ニ至ノV 関川

小出法即又貫材積ニ比ジ過大ノ結果ヲ奥へ直径六寸以下及同三尺以上

品於ア J、却ツア過小ノ結果ヲ典フ JY関係ナ 9



<(24) 

実品直径ノ増程=針ス JV玉童文ノ増程ヲ検ス JV'::'小出法品在 9ア J、直

径ノ増加ス JV.::.従ヒ玉数ノ増耗毛次第=増大 v車種ー尺七寸万歪ー尺

九寸ノ階級・ュ於ア始メア直径増程一寸ユ劃ジ玉数増程約一玉トナ 9是

ヨ9以下ノ直径階=於ア J、其増程一玉ヨ 9/1、ユジア是ョ 9以上ノ直径

階=於ア J、其増程一玉ョ 9大ナ 9之ュ反 v慣用法=在 9アJ、計算上直

径六寸以上 J、一寸加 J、y 毎=常=一軍.ヲ加へ同六寸以下品於ア J、一寸

ヲ減ズ lV毎=順次玉数ヲ竿誠スノY 約束ナ vバ此雨者華モ一致ス Y 所ナ

ジ然ラバ数理上慣用法ノ遁用ヲ承認スペキ ρ 只直径階ー尺七寸万至ー

尺九寸ノ場合ナノV ノミ

左 v ..，....慣用法 m 賞材積=関係ナク会ク任意=定 Y タ JV不僚理ノ方法

ト謂 J、ザ lVペカラズ

夏品一例ヲ暴ゲア慣用法コザ賀行上寸以下ヲ切拾ア及直径ノ太タヲ放

棄~ )V錦=生ズノレ所ノ貫材積ノ韓差ヲ吟昧セ Y 但慣用法ト小出法トノ

比較 J、結局慣用法ト賞材積トノ比較ュ蹄着ス JVヲ以ア今綾 p 煩雑ヲ避

ク lV1需主トジア綾場合ユ就キア論湛スペジ

今基準材長六尺四寸ヲ有 v横断面正閏ナ JV丸太ア 9 トV業本日直径

ヲ常ー末日直径ノ一倍六好(附錬第二節参照)ト前提 v各異直径階範囲即

最低直径及最高直径=相官ス Y 丸太各一本品就キ夫今玉数，賓材積，最低

直径ュ相官ょ:t.JV園柱材及貫材積ノ襲差等ヲ算定ジア列記ス JVヨト B表

ノ如 u但賞材積ノ計算 p 凡ア Smalian式ユヨ Y 毛ノトス倫表・中第四欄以

下品於テ最低及最高トアノ'V""T'夫や第二欄直径階範固ノ最低直径及最高

直径 ι 相官~ lV戴僅トス以下之=準ズ

‘r 

J --

" 

.. 
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(B) 

崩 |事‘ 1_ 6 割"'.直径111.凪I 小出俊ユヨ b 圃柱 8m山吠ユ"!If恥 g鐙材畿 2
玉 It 貧 材 被 lilmit::. .. !If'll'~ It '" !If貧材使

(寸.=.:.;1，.，玉】 材後 (石〉 械ト ..ノ何分噂

活鐙|忌お I~玉) 1- 低金高 I~石、鐙低最高最 録低銭高

2 2.1] 2.4 除=田宮 .~ .28 .0201 .0358 .0508 .0157 .0307 78.11 152.74 

宮.5 2.5 2.9 主=.063 .31 .41 .0314 .情59 .07" .凶45 .0伝的 78.03 136.94 

3 3.0 3.9 片草加 ." .74 .0452 .oa5 .1348 .償問 .0896 18.10 198.B:l 
4 4.0 4.9 |÷=.2ω .79 1.18 .08Oi .1432 .21~ .0628 .1328 78.11 16517 

5 5.0 5.9 ÷=.蜘 B4 1.71 .1257 .2237 .3096 .09~ .1839 77畑 U6.3C 

8 6.0 6.9 1 1.78 2.34 .1810 .3221 .4237 .1411 .2427 77.96 13H匹

7 7.0 7.9 2 2.42 3.07 .2必3 .4384 .55!i9 .1921 .筑)96 77.99 125.7C 

8 8.0 8.9 3 3.16 3.90 .3217 .5726 .7059 .2509 .3842 77却 119ぷ

9 9.0 9.9 4 4.04 '-83 .4072 .72t7 .873E .3175 .4666 77.97 114.5S 

10 10.0 10.9 5 4.94 5.85 .駒宮7 .8947 1.0595 .39~ .5568 77.98 I10.7e 

11 11.0 11.9 e 5.9E 6.98 .制飽 1.0826 1.2632 .4744 .6550 78.1∞ l07.6!I 

泊 12.0 12.9 7.12 8.20 .7238 1.2884 1.4~8 
.56“ .7610 78.00 105.14 

13 13.0 13.9 8.35 9.53 .~-i9& UI20 1.72~ .811泌 .8748 78.閃 1個ぷ

14 14.0 14.9 9 9.ω 10.95 9852 1.7537 1.9816 .7685 .9964 78.∞ 10IJ4 
15 15.0 15.9 10 11.12 12.47 1.1310 2.0131 2.2509 .88'.H 1.1259 78.1∞ 99.5~ 
16 16.0 16.9 11 12.e5 14.03 1.286E 2.2鎖)5 2.5以)() 1.∞37 1.2632 78.∞ 98.17 
17 17.0 17.9 12 14.29 15.81 1.4527 2.5858 2.8610 1.1331 1.4083 78.∞ 96.94 
18 18.0 18.9 13 1602 17.62 1.6286 2.8989 3.19∞ 1.2703 1.6614 78.α3 95.87 
19 19.0 19.9 14 17.84 llJ.54 1.8146 3.2300 3.5368 1.4154 1.7立22 78.αv 94.91 . 
~ 20.0 :.!O.9 11¥ 19.77 21.56 2.0106 3.5789 3.9016 1.56広3 1.8910 78∞ 94.05 
25 25.0 ~5.9 ‘却 30.90 33.1 1 3.1416 5.5921 5.9926 2.4505 2.8520 78.∞ 加.7fJ. 
30 :lU9 25 H.49 47.14 4.;'239 8.0531 8.5330 3.52:12 4∞91 780< 88.62 
35 35.9 30 f.O.5a 63.65 

:.:~~:i :~.~削
11.5198 4.ぽ1:?9 5.36:!3 78.α} 87.08 

40 40.0 35 7lJ.09 82.6詰 時0ω14:¥156 14.0ぶ39 6.2731 6.!l1l4 78.00 85.94 
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即此表ノ示ス如ク慣用法=在 9ア J、各直径階範囲内ュ於ケ Y 直径ノ犬

小2正直径ノ太 9ノ多少ヲ顧ズ草ユ官該最低直径ヲ基礎トジ ア玉披ヲ算

出ス Y所ナ νバ第三欄=於ア見 JV如ク此場合=於ケ )V丸太ノ玉虫l:E:前

例ノ如ク本末爾車径ノ同一ナノν岡柱ノ玉撒:E:凡ア同額ナ JV.::.反ジノi、出

法品在 9アF 既記ノ如ク賓材積ュ正比ジア玉.2tヲ量定ス JV所ナ v バ其

玉.'、第四欄=掲グY メf如キ致値品シア最高ノ場合 J、勿論最低ノ場合

F蜂慣用法ノ玉tlt9 tJ迩ニ多額ナ 9斯クノ如ク此爾者間品於'7多大ノ

差額ヲ見 JV所以 J、金ク慣用法ヲ'l:最低ノ場合ユ於ア J、直径ノ太，ヲ放棄

ν最高ノ場合=在 9アJ、直径ノ太'ト共ユ寸以下ヲ算入セザ Y ガ貸ナ

タ

備直接賓材積=就キ此等ノ関係ヲ検スノV 品同一直径階ユ属スノV丸太

毛其賓材積=於ア J、第五万至第六ノ爾欄=示セ JV如ク大小不同ア 9ア

一定セズ然ラバ基準タ Y 園柱材積トノ差額 J、何稗.ナ 9ャ之ヲ計算スv

".第七欄=順記ス JVヌf如キ数値 .::.Vア直径ノ増加ユ路。賞材積ノ増加

久 )Vト共=其差額毛亦増加ス即直径四尺ノ場合品 J、最低最高ノ南場合

共丸太一本=付六石以上ノ費差ヲ示ス所ナ，是直径階ノ範囲及直径太

，ノ関係上常然ノ蹄結ナノV ノミ今之ヲ夫 φ相官困柱材積ノ百牙寧ヲ以

ア示セバ第八欄=掲グ JVjJ'如キ数慣ユジア最低ノ場合=於ケ JV百舟車

川直径二寸五舟ノ場合ヲ取除ケバ他 J、殆ド一様 ι 七割八分ヲ計上ス是

金ク前述ノ加ク直径ノ太 9ノ加 J、νy結呆ユジア又何 V 毛殆ド同一ノ

敏値ヲ示ス毛ノ J、此例ユ於ア直径ノ太 9ヲ悉ク同一ノ割合ト前提ジタ

JV'::'由来ス )V:2 トタ 9之ユ反 ν最高ノ場合ニ於ケ Y 百分率 J、官官場合=

於ケ JVヨ 9遺品多量ユジア直径二寸四易及二寸九舟ノ場合ヲ除外ス V

，-:'直径ノ増加スノV.::.従ヒ漸次=減少スト蜂此例ユ於ア J、倫常ユ八割六

牙以上二逮ス lVヲ見 y 是少 γ ク各異直径階ノ範闘及直径ノ太 9ノ前提

ヲ考察ス v..".自ラ明白ナノV事賓ナタ

最後=前例ヲ利用ジア各直径階ユ聖サシ慣用泣・ノー玉常費材積及業種

差ヲ計算ス y ュC表ユ掲グy ガ如キ結果ヲ得タヲ

‘ 

、，
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(C) 

1 2 s 4 5 6 

米口 所周底値u園 hmalian弐ユヨ昨
錘式圃鐙費Z量材園gルt賓ト材6積m(石民iト〉hノa 聞材柱積材後概釜"'.lI.ル I 貧 材 積

〈寸)
皿住材積 f布、 11: ノ百分羽田

直径階
最低|録高 低|最 耳E• 億|長 高(寸3 (;fi) 量長 高 • 低 最2 2.0 .6432 1.H56 1.6256 .ぬ24 .9824 78.11 

2.5 2.5 2.9 .凱)24 .鈎44 1.1904 .3920 .68a 78.03 

s 3.0 3.9 '3616 .G“。 1ρ784 .2824 .7168 78.10 

4 '-0 4.9 .3216 .5728 .852S .25H .5812 78.11 

5 5.0 6.9 .2514 -“，74 .6192 .19ω .3678 77.鮒

6 6.0 6.9 .1810 .3221 .4237 .1411 .2427 77.91 

7 7.0 7.9 .1232 .2192 .2780 .佃60 .1548 77.92 

8 8.C 8.9 .1072 .1鈎9 .2353 .0837 .1281 78ρ自

9 9.(1 9.9 .1018 .1812 .2185 .0794 .1167 78.00 

10 10.0 10.3 .1005 .1789 .2119 .078盛 .1114 78.01 

11 11.( 11.9 .1014 .1鈴4 .2105 0700 .1091 77.91 

12 12.0 12.9 .1034 .1841 .2121 .0~7 .108'7 78.05 

13 13.0 13.9 .1062 .1890 .2155 .0828 .10鈎 77.97 

14 14.0 14.9 .1095 .1949 .2鉛2 .0854 .1107 77.99 

15 15.0 15.9 .1131 .2013 .2257 .0882 .1126 77.9E 

16 1o.C 16.9 .1170 .2082 .2318 .0912 .1148 77.95 

17 17.0 17.9 .1211 .2155 .2384 .0944 .1173 77.95 

18 18.( 18.9 .1253 .2230 .2454 .αη? .1201 77.97 95.85 

19 19.0 19.9 .1296 .2307 .2527 .1011 .1231 78.01 94.98 

20 20.0 20.9 .1340 .2386 .2飢)1 .1046 .1261 78.06 94.10 

25 25.0 25.9 .1571 .2796 .2997 .1225 .14‘必 77.98 90.77. 

30 30ρ 30.9 .1810 .3221 .3413 .1411 .1ω3 77.96 88.56 

35 35.0 35.9 .2053 .3653 .3840 .1ωo .1787 77.93 8'7.04 

40 40ρ 量0.9 .2298 .ω90 .4273 .1792 .1975 77.99 85.94 
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今此表ユ就キ相互ノ繭係ヲ較視ス y ニー玉営責材積 J、園柱及最低ノ

南場合ニ在， 7" ~、末 1;直径一-尺ユ於ア及最高ノ場合ユ在 rJアJ、末日直

径一尺一寸九分ユ於ア各最小野iヲ示シ夫ヨ少直径ノ増説 J、減ズ JYユ従

ヒ次第ユ増加ス JY一方ユジア其増程毛亦組之ニ寧ズ J~' 鍵化ヲ錦ス斯ク

ノま日夕同ジクー玉ト稽スノV 毛直径ノ大小ニヨ 9其賓材積ユ多大ノ相違

ア9即最低最高ノ爾場合共基事タノV 圃柱材積ノ約二倍ニ近キ敵値ヲ示

ス所ナ 9

実ユー玉常賞材積ノ鍵差ヲ見 JVニ是叉賓材積ユ於ケ JY費動ト粗類似

ノ艶化ヲ錦 v時=同一玉ノ間=於ア一石ニ近キ差額ノ現 J、JY、ョトア

9而ジア此等差額ノ間柱材積ユ費スノV 百舟率 J、前段丸太一本ノ場合ユ

於ケ JYト金ク同一数値ナノV ヲ以ア再述セズ

以上 ρ 慣用法計算上ノ約束=附随シア起 νノν鐙差ユ事/ア甚粗義ノ方

法タノV ヨトヲ反誼ス jV毛ノナ 9若慣用法ノ激 :7JY所ヲ異ナ 9 トセバ只

ー玉営責材積ノ最小ナノν見地ョ 9玉高直径一尺万至ー尺一寸九分=遼

ジグノV 時=於ア伐木ス JYノ有利ナ JYコトヲ知y ノミ

(=)材長ノミ鍵化ス y 場合

此場合ユ J、只基準材長六尺四寸以下ナ JV各異ノ材長ユ就キア吟昧ス

νバ足 v t]トス蓋他ノ場合 J、悉ク之ユ蹄納 ν得ペケ v，.，.，.ナ 9而ジア賞

地ノ取引ユ於ア J、材長八寸ヲ基寧トジ此数値ヲ以ア計算ス JY約束ナ v

，...絃ユ此約束ニ従ヒ材長階ヲ作成ス V バ D表ニ示ス如キ階級品事〆ア其.

範囲 ρ 夫+最短最長ノ雨限界間(E表第二欄通事照)ニ在 9ト雄常ユ其最短

材長ヲ採 9ア玉重量ヲ計算ス JY約束ナ ν バ同一材長階内ユ在タア J、材長

ι 長短アノV モ玉書士ニ J、何等ノ費異ア JYヨトナシ其他民記ノ如ク宜径ノ

太 9~、全然之ヲ放棄ス JY 約束ナ ν 〆是叉玉童文ユ J、何等ノ関係ナジ困 9

7慣用法ノ玉ヲ前項(ー)ノ場合ト同様ニ解樟ジ設ユ直径ヲ一定事"テ六寸

ト定メ材長階欄ユ.掲記セ JY敏値ヲ夫 φ材長トス JY園柱ヲ偲定シ各一本

ユ就キ四位材積，小出法及慣用法ユヨノν玉散並其t曾程ヲ計算ジア表示ス

ν バ D表ノ女日ジ

， 
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(D) 

材

'‘ 
情

{寸〉 伽玉鐙|帯 a 玉鐙|宥 a|

.8 .0¥蹴 一 き=泊5 ー

L6 .叫~2 .13 i"" .250 .1舗

u .回79 .13 I~ .37~ .1211 

u .舗蹴 .50 .12 ト .500 .125 

'-0 .1181 .62 .12 t= .625 .U5 

4.8 .1S~7 .75 .18 を~ .750 .1211 

5.8 .1588 .87 .12 ト .876 .1211 

6.4 .1810 1.∞ .18 1，α)() .125 

即骸表ノ示ス如グ直径不自陸テ y 時 J、.聖母量 J、材長ノ増加ス JVユ健ヒ圃

柱材積，小出法Ii慣用法=ヨ JV玉象共ユ衛突=増殖ス是宮然ノ崎結ナ 9

而シア増加ノ獄況及棺程毛亦此爾法相ー蓑 ν只計算上捨入ノ結呆小舷

第三位=於ア多少ノ相違ヲ見 l"ノミ左レバ慣用法 J、本末爾直径ノ岡大

ナF 圃桂昌 V ア材長女r入寸ノ倍敏ヲ以7'増減ス F 場合品川賞材積品正

比ジア.m$'ヨE..:小出法ト異ナ y 所ナ V
夏晶一例ヲ事グ慣用法ヌf材長八寸未満ヲ切捨ア又直径ノ太，ヲ放豪

ス JV.~ 生ズy賞材積ノ艶差関係ヲ調査セ Y

此場合品於ア..:直径各異ナ y 時 J、計算煩媛ナ F ノミナラズ結果ノ遁

覧ヲ書ス JV恐ア y ガ故ユ末日直径ヲ一定シ六寸ト定メ直径ノ太， ....、前

項=於ケ y 如ク基.材長六尺四寸ナ F 丸太ノ本口直径ヲ其末日直径ノ

一倍六砂ト観定 ν材長之ヨ 9短小ナ JV時 J、之ユ比例 yテ本口直径ヲ算

定スグヨト、セヲ但賓材積ノ計算 J、凡ア Smalian式昌司 )V宅ノトス

今此前提ノ下品各異材長階範園即最短材長及最長材長品相官ス Y 丸

太各一本品撹キ夫 φ玉叡，賓材積，最短材長ユ相官ス y 岡柱材積及賓材積

ノ艶差等ヲ計算 νア示スヨト E表ノ如 ν但表中第四欄以下ユ於ア最短

及最長トア JV....、夫。第二欄材長時範囲ノ最短材長及最長材長ユ相常ス
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JVIt値トス以下之ユ箪ズ

(E) 

者一1車;内t属材処階tI用法 小幽tま一ーヨル 圃鐙 15maliaE12R=.，li闘mを主 8 
長健 闘ー回W 玉 It 貫材石】 積

{尺〉 玉一 衝 C::i) 材 a
〈尺)I最短|級長{玉〉級姐|級長叩|最短|汲易量 | 

8 j ;j;= 田 .~~I- .~~I 醐雌岬剛8j 71 創
1.6 1 1.6: 2.31i = .25<. .291 .44: .04521 .0525 瓜051 .∞731 .03531 16.151 78.1Q 

U 1 2.41 3.1ト .3751 .471 .641.叩791 .08481 .11671 .016()1 .0488: 24周 71.8'1

3.2 1 3.21 3.9ト.蜘 .671 .871 .09051 .12171 .1579ω121 .067~ 3'.481 74.従

4.0 4.0 4.7 ト .625 .90 1.13 .1131 .1635 .2042 .0504 川 11 <<加 加.5~

'-8 4.~ 5.5 ト .750 1.16 1.42 .1357 .2105 .2562 .0748 .1~5 55.12 88.8(1 . 
5.6 5.6 6.3 1.45 1.74 .1583 .2633 .3142 .10ω .1559 66.33 98.4l! 

6.4 6.4 7.1 1側| 1.78 2.ω .1810 3221 .3786 .1411 .1976 77.96 1ω.17 

即表示ノ如ク慣用法=在 9アJ、各材長階範囲内=於ヶ y 材長ノ長短及

直径ノ太 9ノ多少ヲ願ズ只夫 φ材長階範囲ノ最短材長ヲ基礎ト νア玉・

.ヲ計算ス JV 所ナ ν バ第三欄=示ス如ク此場合=於ゲ )V 丸太ノ玉.~

前例ノ如ク間柱ノ玉童文毛金ク同ーナ JVユ・反事〆小出法ユヨ Y 玉It...、屡渇

ノ如ク賓材積.::.iIl嫌スノv所ナ ν バ第四欄=列記ス p・散値ヲ輿へ最長ノ

場合 J、勿論最短ノ場合ト蜂常=慣用法ノ玉散ョ 9盗品多量ユジア其差

大ナ 9 斯クノ如ク多大ノ差額ヲ生ズノV~ ノ J、金ク慣用法グ最短ノ場合

ニ於ア J、直径ノ太 9ヲ放棄ジ最長ノ場合ニ於ア ρ 直径ノ太 9 ト共ニ入

寸未満ヲ切捨ツノV 結果ナ 9

向直接賓材積ニ就キア此等ノ関係ヲ稽査スノV ユ同一材長階ユ嵐ス JV

丸太毛其賓材積 ρ 第五万至第六ノ爾欄ユ於ア見 JV如ク大小アリア甚各

異ナ 9殊ユ材長階六尺明寸ノ場合ユ在リア ρ 奥~フ ν タ Y 丸太ノ材積

J、相官基.困柱ノ二倍内外ニ相官ス y 関係ナ 9今此等ノ差額ヲ算出ス

v ~，.第七欄ユ掲グノV ず如キ数値ユジア材長ノ増加ユ隠ジ賞材積ノ増加

ス JV ト共ニ其差額~亦増加ス殊ユ材長階六尺四寸ノ場合ユノ、丸太一本

，、

" 
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ユ付ー斗岡升(ー立方四0)以上二斗(二立方尺)以下ノ鑓差ヲ示ス斯クノ如

キJ、該法計算ノ約束上憤然ノ蹄結ナ 9又之ヲ夫 φ基準タ'"園柱材積ノ

百分率ヲ以ア表 J、セバ第八欄ユ掲記ス fVガ如キ数値ヲ輿フ此厳値 J、八

寸及ー尺六寸ノ爾階ヲ除外ス νバ最短，最長ノ南場合共材長ノ増加ニ従

ヒ実第=増大シ材長階六尺四寸ノ場合ユ ;(J1)ア J、七割八分乃至ー O割

九分ユ宅建スft'所ナ 9斯クノ如ク多額ノ百分率ヲ示ス毛ノ J、既述ノ如

ク材長八寸未満及宜径ノ太 9ノ加 J、fV結果ナタ最後ユ前例ヲ引用ジア

各材長階ユ封ジ慣用法ノー玉嘗質材積及其務差ヲ許算ジア表示ス JV::r

トF表ノ知事〆

(F) 

6 

所属材長階縫国 岡 位 Smalian式 =Hpv||s圃m錠材後ト
個材性積材層豊積差=望号スル蝿階 | 質材提 ali吋='- 9 111 貧 ノ百分率

(尺3 材 後 (石) I 'x材積トノ燈望書「石ヲ

∞|最短|最長∞最短|最長!最短|最長 最短|優美

.8 .8 .1808 .19~2 .3904 .0144 .2096 115.93 

1.6 1.6 2.3 .1808 .2100 .3220 .0292 .1412 16.15 
7811q 2 

2.4 2.4 3.1 .1808 .2261 .3112 .0453 .1204 25.00 72. 

3.2 3.2 3.9 .1810 .2434 .3158 .0624 .134[1 

4.0 4.0 4.7 .1810 .2616 .3267 .0猷)(¥ 44. 80. 

4.8 4.8 5.5! 1809 .2807 .3416 .0998 .1607 55.17 88.83 

5.6 5.6 6.3 .180リ .3001) .3591 .1782 66.33 91:1.51 

6.4 6.4 ..1 .1810 .32211 .3786 .14 .1976 77.96 109.17 

即此表ニ於ア明ナノV 如クー玉嘗賓材積 J、基準タノV 間柱ノ場合ユ J、何 v

ノ材長階毛四捨五入ス ν バ賓ユ同一額ナ 9是閏ヨ 9計算ノ約束上官ユ

然 y ペキ所ナタ而ジア最短，最長ノ爾場合共材長ノ増大ス y ュ従ヒ其賞

材積モ亦増加ス是叉賞然ノ結果ニシア其領 J、基準タ y 間柱材積ニ比ジ

蓮ニ多ク最多ノ場合ニ J、二倍内外ニモ逢ス fV所ナ 9

次ニー玉営費材積ノ麓差ヲ按スノV ニ是又賞材積ノ場合ニ於ケ fVト同

様ノ鑓化ヲ錦ス而シア其痩xノ額 J、材長三尺一寸ユ於ア最小ユジア夫
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夫ヨ 9材長ノ培或 J、減ズノV ニ従ヒ常=増加ス IV一方ニシア時ユ同一玉

間ユ於ア二斗(二立方尺)内外ノ差額ヲ見 JVコトスラア 9向此等鍵差ノ相

官園柱材積ニ劃スノV百分率関係 J、前記丸太一本ノ場合=於ケ P ト金ク

同様タ 9之ユ在ヲア毛亦材長三尺一寸ノ場合ニ於ア最小率ヲ示ス左 v

.".計算上描尺物 J、可成此ノ材長ュ-加工ス V バ有利ナ JVノ理ナ 9

以上所論ノ如ク慣用法 J、材長ノ鰻化ユ伴フ関係ユ於ア川柳是飽スペ

キ勲ア 9 ト蜂然 ν1'.毛術計算上ノ約束ニ附随スノv誤差 J、到底兎JV能川

ス

之ヲ要ス Y ニ従来ノ慣用法 J、材長ノ餐化=作フ関係エ於ア J、比較的

佳良ニジア和吾人ノ期待ニ近キモノア 9 ト雌最重要ナ JV直径ノ襲化ユ

作フ聞係=於ア J、吾人ノ首肯スペキモノ杢ク是ナジ若夫直~~及材長ノ

切捨聞係ニ至クア J、到底承認スペカラズ況ャ材王ノ稀ア y 桐材ニ封ジ

アォャ観 v来 νバートジア改良ヲ要セザ Y 毛ノナジ今日此等ノ改良ヲ

策ス JV.，、叉桐林事業ノ礎淫ヲ促進ス IV所以ナ 9 トス耐ジア之が改良法

ユ多々ア Y ペジト雄吾人 J、従来慣用セ Y 王.軍位ノ歴史ヲ重ンジ此名稽

此大サヲ固守ジア差営 9小出法ナノV 毛ノヲ案出ジタ 9此法固ョ 9理想

的ノ毛ノナラズト蜂賓材積ユ比ジア、進退スノV 勲 J、慣用法ユ優 )V::rト敏

等ナ 9

がI此改良問題並爾除ノ草位ュ開ス Y 許・論 J、他日稿ヲ改メア夏ユ接表

スペシ

-' 

邑

• 


